
- 65 -

渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

史
料
紹
介
・
翻
刻

渡
部四郎右衛門廣稠（控）「越国者引入方一巻帳」




















川
　
口
　
　
　
洋

は
じ
め
に

　
渡
部四

郎
右衛門廣稠




が
天
保
期
に
書
き
留
め
た
「越国者引入方一巻









帳」

は
、
医
学
博
士
・
松
枝
茂
氏
が
太
平
洋
戦
争
開
始
以
前
に
蒐
集
さ
れ
た
史

料
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。
博
士
の
没
後
、
会
津
若
松
市
七
日
町
の
松
枝
医
院
で

医
学
博
士
・
松
枝
和
夫
氏
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。

　
松
枝
茂
氏
の
膨
大
な
蒐
集
史
料
の
う
ち
、
陸
奥
国
会
津
郡
川
島
組
中
荒
井
村

（
現
在
の
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
中
荒
井
）
名
主
、
川
嶋
組
触ふ

れ
つ
ぎ継

名な

ぬ

し主
を

歴
任
し
た
渡
部四郎右衛門（廣稠








の
先
代
）
が
、
文
化
十
四（一


八
一
七
）

年
か
ら
天
保
七
（一

八
三
六
）
年
ま
で
、
産う

ぶ
こ
よ
う
い
く

子
養
育
手
当
に
つ
い
て
記
録
し
た

史
料
群
の
一部

は
、
「
会
津
藩
の
マ
ビ
キ
・
堕
胎
関
係
史
料
」
と
し
て
、
大
田

素
子
氏
編
『
近
世
日
本

　
マ
ビ
キ
慣
行
史
料
集
成
』
刀
水
書
房
、
一
九
九
七
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
翻
刻
を
担
当
さ
れ
た
五
十
嵐
勇
作
氏
が
、
筆
者
の

依
頼
を
受
け
、
松
枝
和
夫
氏
の
未
亡
人
、
千
代
子
氏
の
承
諾
の
も
と
に
、
自
ら

の
手
で
改
訂
さ
れ
た
『
会
津
南
山
御
蔵
入
産
子
養
育

　
―
松
枝
茂
氏
収
蔵
史
料

―
』
田
中
印
刷
、
二
〇
〇
六
（
私
家
版
）
に
よ
り
、
松
枝
茂
氏
が
蒐
集
さ
れ
た

産
子
養
育
手
当
に
関
わ
る
史
料
群
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
史
料

集
は
、
古
文
書
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
研
究
者
の
た
め
に
、
古
文
書
画

像
と
翻
刻
文
を
同
一
頁
の
上
段
と
下
段
に
配
置
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
渡
部四郎衛門




家
は
、
養
育
方
任
役
、
あ
る
い
は
産
子
任
役
と
し
て
、
産
子

養
育
手
当
金
の
支
給
に
当
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
廣稠

は
越
後
国
か
ら
移
住

者
を
募
り
、
川
嶋
組
の
村
々
に
縁
付
か
せ
る
移
住
者引

き
入
れ
に
も
取
り
組
ん

だ
。
天
保
二
（一

八
三
一）

年
三
月
に
代
官
所
か
ら
田
島
・
関
本
村
仮
名
主
、

渡
部四郎右衛門





ほ
か
に
宛
て
た
差
図
書
と
天
保
二
年
四
月
に
中
荒
井
村
名
主

隠
居
、
渡
部四郎右衛門





ほ
か
か
ら
永
田
村
渡
部
又
兵
衛
に
宛
て
た
借
用
証
文

が
、
「越国者引入方一巻帳」










に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
四郎右衛門




家

は
廣稠

と
先
代
の
二
代
に
わ
た
り
、
川
嶋
組
の
人
口
増
加
に
尽
力
し
た
と
み
ら

れ
る
。

　
産
子
養
育
手
当
に
関
わ
る
史
料
群
に
加
え
て
、
「越国者引入方一巻帳」









、

福
島
県
歴
史
資
料
館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
会
津
郡
川
嶋
組
藤
生
村
の
渡
部
宗
兵

衛
家
文
書
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
渡
部四郎右衛門





家
の
人
口
増
加
へ
の
貢
献

を
理
解
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
。
五
十
嵐
勇
作
氏
は
、
史
料
集
の
編
集
後
記

に
、
「
渡
部四郎右衛門





家
の
現
在
の
後
継
者
は
渡
部
雅
之
助
氏
で
あ
る
。
こ

の
古
文
書
を
ど
う
し
て
松
枝
茂
氏
が
入
手
し
た
の
か
、
そ
の
来
歴
を
知
る
人
は

故
人
と
な
り
現
在
で
は
不
明
で
あ
る
。
（
五
十
嵐
勇
作
、
二
〇
〇
六
、
二
一四


頁
）」
と
史
料
伝
来
に
関
わ
る
調
査
結
果
を
記
し
て
い
る
。
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一
　
「
越
国
者
引
入
方
一
巻
帳
」
を
用
い
た
先
行
研
究

　
松
枝
茂
氏
は
、
渡
部四郎衛門




家
文
書
を
は
じ
め
と
す
る
蒐
集
史
料
を
も
と

に
、
昭
和
十
八
年
に
『
会
津
藩
の
人
口
政
策
』
山
一
書
房
を
上
梓
さ
れ
、
同
書

は
昭
和
四一

年
に
大
東
文
化
大
学
東
洋
学
研
究
所
か
ら
再
版
さ
れ
た
。
会
津
藩

や
陸
奥
国
会
津
郡
・
大
沼
郡
・
下
野
国
塩
谷
郡
の
一部

を
含
む
南

み
な
み
や
ま山

御お
く
ら
い
り
り
ょ
う

蔵
入
領

で
は
、
十
八
世
紀
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
頭
に
人
口
が
最
少
を
記
録
し
た
。

そ
の
た
め
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
、
産
子
養
育
手
当
金
の
貸
与
、
縁
組
祝
金
の

貸
与
、
移
住
者引

き
入
れ
と
い
っ
た
対
策
が
実
施
さ
れ
た
。松
枝
茂
氏
は
、
「
人

口
減
少
が
総
て
堕
胎
間
引
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
同
様
に
、
そ
の
増
加

も
亦
産
子
養
育
対
策
の
効
果
の
み
に
帰
す
る
こ
と
は
勿
論
出
来
ぬ
」
と
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
、
堕
胎
間
引
を
「
封
建
時
代
の
特

（
マ
マ
）長

」
と
位
置
づ
け
、

産
子
養
育
制
度
な
ど
を
会
津
藩
の
人
口
政
策
と
し
て
高
く
顕
彰
し
た
（
松
枝
、

一
九
六
七
、
一
六
三
頁
）
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
史
料
を
離
れ
て
一
人
歩
き
を

始
め
、
江
戸
時
代
後
期
の
東
北
地
方
に
お
け
る
窮
乏
し
た
民
衆
像
の
形
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
高
橋
梵
仙
氏
は
じ
め
、
戦
前
期
か
ら
研

究
成
果
を
公
刊
し
て
き
た
人
口
史
家
に
も
深
い
影
を
落
と
し
た
。

　
大
著
の
第
十
三
章
「
南
山
御
蔵
入
領
の
人
口
政
策
」、
第
二
節
「
人
口
政

策
」
、
第
二
項
「越国引入




策
」
で
、
「越国者引入方一巻帳」










の
内
容
を
紹

介
し
て
い
る
。
「
本
引入

策
は
一
小
地
域
に
、
而
も
少
人
数
の
移
住
で
あ
っ
て

一
藩
の
人
口
政
策
と
し
て
挙
げ
る
に
は
余
り
に
も
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
会
津

藩
と
し
て
は
こ
の
種
の
記
録
が
稀
で
あ
る
点
及
び
こ
の
策
が
地
方
識
者
の
提
唱

努
力
に
よ
っ
て
行
は
れ
、
而
も
或
る
程
度
の
効
果
を
収
め
た
点
に
於
て
、
特
筆

に
値
す
る
」
と
松
枝
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
移
住
引
き
入
れ
の
立
案
・

実
施
に
当
た
っ
た
村
役
人
の
視
点
を
伝
え
る
本
史
料
は
貴
重
で
あ
る
（
松
枝
、

一
九
六
七
、
一
三
三
頁
）
。
し
か
し
、
僅
か
四
頁
の
第
二
項
は
、
史
料
の
全
貌
を

伝
え
る
に
は
あ
ま
り
に
短
い
。
本
稿
で
は
、「越国者引入方一巻帳」










を
翻

刻
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
史
料
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

二
　
「
越
国
者
引
入
方
一
巻
帳
」
の
概
要
　

（
一
）
　
天
保
期
の
川
嶋
組
四
カ
村
に
お
け
る
人
口

　
本
史
料
に
よ
れ
ば
、
天
保
元
（一

八
三
〇
）
年
か
ら
天
保
二
（一

八
三
一）


年
二
月
ま
で
に
、
会
津
郡
川
嶋
組
中
荒
井
村
で
は
二
十
人
（
極
老
四
人
、
壮
年

十
六
人
。
男
性
七
人
、
女
性
十
三
人
）、
川
嶋
村
で
は
四一

人
（
極
老
十
人
、

壮
年
三
一
人
。
男
性
十
六
人
、
女
性
二
五
人
）、
関
本
村
で
は
七
人
（
極
老
二

人
、
壮
年
五
人
。
男
性
三
人
、
女
性
四
人
）、
藤
生
村
で
は
十
三
人
（
極
老
三

人
、
壮
年
十
人
。
男
性
八
人
、
女
性
五
人
）、
合
計
八
一
人
が
、
疫
病
の
た
め

に
死
亡
し
た
。
死
亡
者
は
、
極
老
十
九
人
、
壮
年
六
二
人
で
あ
り
、
働
き
盛
り

の
年
齢
階
層
に
犠
牲
者
が
多
い
。
死
亡
者
の
性
別
は
男
性
三
四
人
、
女
性
四
七

人
で
あ
り
、

　
死
亡
性
比
が
約
七
二
、
女
性
死
亡
者
が
男
性
死
亡
者
の
約
一
．

四
倍
に
の
ぼ
る
。
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表１　陸奥国会津郡川嶋組４カ村の人口

延享 3 （1746）年 宝暦 8 （1758）年

男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比 男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比

川嶋村 202 160 362 126.3 187 140 327 133.6

中荒井村 290 189 479 153.4 269 207 476 130.0

関本村 97 79 176 122.8 94　 69 163 136.2

藤生村 164 125 289 131.2 161 117 278 137.6

合計 753 553 1306 136.2 711 533 1244 133.4

安永 9（1780）年 天明 8 （1789）年

男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比 男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比

川嶋村 168 156 324 107.7 ― ― 255 ―

中荒井村 268 219 487 122.4 ― ― 400 ―

関本村 ― ― ― ― ― ― 150 ―

藤生村 152 128 280 118.8 ― ― 222 ―

合計 588 503 1091 116.9 ― ― 1027 ―

文政 10 （1827）年 天保 3 （1832）年

男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比 男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比

川嶋村 132 135 267 97.8 122 114 236 107.0

中荒井村 173 155 328 111.6 183 162 345 113.0

関本村  58  67 125 86.6  66  60 126 110.0

藤生村 138 119 257 116 122 113 235 108.0

合計 501 476 977 105.3 493 449 942 109.8

天保 4 （1833）年 天保 8 （1837）年

男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比 男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比

川嶋村 121 110 231 110.0 127 116 243 109.5

中荒井村 185 168 353 110.1 177 152 329 116.4

関本村  65  60 125 108.3  68  61 129 111.5

藤生村 124 109 233 113.8 123 103 226 119.4

合計 495 447 942 110.7 495 432 927 114.6

明治 4 （1871）年

男性人口（人）女性人口（人） 総人口（人） 性比

川嶋村 136 145 281 93.8

中荒井村 173 151 324 114.6

関本村  55  44  99 125.0

藤生村 124 128 252 96.9

合計 488 468 956 104.3

史料）
・ 渡部八郎家文書「延享三年川嶋組会津四ヶ村・塩谷郡五ヶ村　手鑑帳」。
・ 阿久津喜一家文書「陸奥国会津・大沼郡人別牛馬改帳　外下野国塩谷郡六ヶ村」（宝暦八年カ）。
・ �室井博家文書「安永九年　川嶋組　御手鑑　子八月　川嶋村」、「安永九年　川嶋組　御手鑑　子八月　

中荒井村」、「安永九年　手鑑帳　子八月　藤生村」。
・ �細井敬介家文書「天明八年戌申御廻国使様御通行ニ付ご案内帳高野組より田島組川嶋組迄」（田島町史

編纂委員会、1986、pp.495-506）。
・ �渡部八郎家文書「文政十年川嶋組会津四ヶ村・塩谷郡五ヶ村　御上様御巡見手鑑帳」（田島町史編纂委

員会、1986、pp.506-518）。
・ �旧福島県立会津短期大学図書館所蔵「天保四年十一月　去辰十一月より当巳十一月迄　有人増減書上帳

川嶋組」。
・ 渡部八郎家文書「天保八年御直所ニ付明細差出帳　陸奥国会津郡川嶋組六ヶ村」。
・ 『若松縣管轄　人員録　明治四年』歴史春秋社、1978。
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渡
部
八
郎
家
文
書
「
文
政
十
年
　
川
島
組
　
会
津
郡
四
ヶ
村
・
塩
谷
郡
五
ヶ

村
　
御
上
様
御
巡
見
手
鑑
帳」
(

田
島
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
六
、五
〇
六

～
五
一
八
頁
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
文
政
十
（一

八
二
七
）
年
の
人
口
を
分
母

と
し
て
、
天
保
元
年
か
ら
天
保
二
年
の
疫
病
に
よ
る
死
亡
率
を
求
め
る
と
、
中

荒
井
村
で
六
一
パ
ー
ミ
ル
、
川
嶋
村
で
一
五
四
パ
ー
ミ
ル
、
関
本
村
で
五
六

パ
ー
ミ
ル
、
藤
生
村
で
五
一
パ
ー
ミ
ル
に
達
す
る
。
疫
病
の
犠
牲
者
は
、
文
政

十
年
の
四
カ
村
の
総
人
口
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。

　
会
津
郡
鴇
巣
村
（一

七
九
〇
年
か
ら
一
八
五
九
年
）、
石
伏
村
（一

七
五
二

年
か
ら
一
八
一
二
年
）
、
小
松
川
村
（一

七
九
二
年
か
ら
一
八
六
八
年
）
の

「
宗
門
改
人
別
家
別
書
上
帳」

か
ら
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
生
後
一
年
以
内
に

死
亡
し
た
乳
児
死
亡
を
除
く
平
均
普
通
死
亡
率
は
、
二
〇
パ
ー
ミ
ル
程
度
で
あ

る
た
め
、
天
保
元
年
か
ら
二
年
の
川
嶋
組
四
カ
村
に
お
け
る
死
亡
率
は
異
常
に

高
い

(

１)

。

　
四
カ
村
の
総
人
口
は
、
宝
暦
飢
饉
前
の
延
享
三
（一

七
四
六
）
年
に

一
三
〇
六
人
で
あ
っ
た
が
、
天
明
飢
饉
後
の
天
明
八
（一

七
八
九
）
年

に
一
〇
二
七
人
、
天
保
三
（一

八
三
二
）
年
に
九
四
二
人
、
天
保
八

（一

八
三
七
）
年
に
九
二
七
人
と
な
っ
た
（
表
１
）
。
天
保
八
年
の
人
口
は
、
延

享
三
年
の
人
口
の
約
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
し
た
。
一方

、
南
山
御
蔵
入
領

の
総
人
口
は
、
十
七
世
紀
を
通
じ
て
増
加
し
た
が
、
十
八
世
紀
初
頭
を
頂
点
と

し
て
減
少
に
転
じ
、
天
明
期
（一

七
八
〇
年
代
）
か
ら
天
保
期
（一

八
四
〇
年

代
）
ま
で
の
期
間
を
最
低
と
し
て
回
復
を
始
め
た
（
川
口
、
一
九
九
八
）。
川

嶋
組
四
カ
村
の
人
口
変
動
は
、
南
山
御
蔵
入
領
に
共
通
の
傾
向
で
あ
る
。

（
二
）
　
移
住
者
引
き
入
れ
の
立
案
者

　
天
明
三
（一

七
八
三
）
年
の
大
凶
作
に
加
え
て
、
疫
病
が
流
行
し
た
四
カ
村

で
は
、
人
口
が
減
少
し
て
、
無
跡
の
家
や
手
餘
地
が
増
え
た
。
鰥
寡
の
者
に
、

再
婚
相
手
を
娶
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
近
隣
の
村
々
も
人
口
減
少
の
た
め
、
相

応
の
相
手
が
い
な
い
。
無
策
の
ま
ま
で
は
、
領
外
に
出
稼
ぎ
に
出
た
者
も
帰
村

を
望
ま
ず
、
天
保
元
年
か
ら
天
保
二
年
に
発
生
し
た
壮
年
人
口
を
主
な
犠
牲
者

と
す
る
疫
病
の
た
め
に
、
村
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
お
ち
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
天
保
二
（一

八
三
一）

年
二
月
、
関
本
村
仮

名
主
、
渡
部四郎右衛門





は
、
越
後
国
か
ら
移
住
者
を
引
き
入
れ
、
鰥
寡
の
者

に
縁
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
百
姓
が
相
続
で
き
る
よ
う
、
川
嶋
組
触
継
名
主

と
連
名
で
代
官
に
、
移
住
者引

き
入
れ
を
願
い
出
た
。
願
書
で
は
、
四郎右衛




門
が
直
接
越
後
国
に
赴
き
、
移
住
者
を
募
る
計
画
で
あ
り
、
身
元
の
確
か
な
女

性
を
引入

れ
る
に
は
、
祝
金
を
一
人
当
た
り
五
、
六
両
渡
さ
な
い
と
縁
約
で
き

な
い
た
め
、
試
し
に
二
〇
人
引入

れ
る
と
す
る
と
、
必
要
資
金
百
両
の
う
ち
、

五
〇
両
は
地
元
で
工
面
す
る
の
で
、
残
り
五
〇
両
を
産
子
養
育
手
当
金
か
ら
四

年
賦
で
拝
借
し
た
い
と
願
い
出
た
。

　
二
月
二
八
日
、
願
書
は
代
官
所
か
ら
田
島
陣
屋
に
達
し
、
三
月
十
九
日
、
四

郎右衛門



は
、
陳
情
の
た
め
若
松
に
赴
い
た
。
三
月
二
六
日
付
の
御
蔵
入
役
所

の
差
図
書
が
、
代
官
所
を
経
て
、
三
月
二
七
日
に
四郎右衛門




と
川
嶋
組
触
継
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名
主
宛
に
届
い
た
。
御
蔵
入
役
所
は
、
一
時
差
し
止
め
て
い
た
「越国者引





入」

を
四
カ
村
に
限
っ
て
許
し
、
帰
村
し
た
時
に
、
移
住
者
の
年
齢
な
ど
を
報

告
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
経
費
と
し
て
三
〇
両
を
四郎衛門



に
貸
与
し
た
。

　
天
保
二
年
九
月
、
引
き
入
れ
た
六
人
の
縁
組
を
許
可
す
る
御
蔵
入
役
所
の
差

図
書
を
受
け
取
っ
た
四郎右衛門




は
、
川
嶋
組
触
継
名
主
と
連
名
で
、
十
月
に

代
官
宛
に
、
再
度
、
移
住
者引

き
入
れ
を
願
い
出
た
。
願
書
は
以
下
に
要
約
で

き
る
。
川
嶋
組
四
カ
村
で
は
、
数
十
人
が
病
死
し
て
、
百
姓
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
、
屋
根
葺
（
茅
手
）
と
し
て
、
関

東
稼
ぎ
に
出
て
い
る
者
も
帰
国
す
る
気
に
な
ら
ず
、
無
跡
の
家
が
増
え
て
し
ま

う
。
当
春
、
越
後
国
に
赴
き
、
調
達
金
を
預
か
っ
て
引
き
入
れ
た
六
人
は
、
縁

組
手
続
き
を
終
え
、
夫
婦
仲
睦
ま
じ
く
農
業
に
励
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
中
荒

井
村
で
十
人
、
川
嶋
村
で
十
五
人
、
関
本
村
で
四
人
、
藤
生
村
で
六
人
、
合

計
三
五
人
を
来
春
ま
で
に
引
き
入
れ
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
。
越
後
国
の
世

話
人
に
依
頼
し
て
、
来
年
ま
で
に
移
住
者
を
引
き
入
れ
る
計
画
だ
が
、
病
難
に

会
っ
た
者
は
、
祝
金
を
工
面
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
産
子
養
育
手
当
金
か
ら

五
、
六
十
両
を
田
島
陣
屋
に
備
え
、
移
住
者
を
引
き
入
れ
る
ご
と
に
貸
与
し
て

ほ
し
い
と
願
い
出
た
。

　
天
保
二
年
十
月
付
の
願
書
に
対
す
る
差
図
書
は
、
「越国者引入方一巻









帳」

に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
な
い
。
第
五
節
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
四郎右衛




門
は
、
天
保
四（一


八
三
三
）
年
、
天
保
七
（一

八
三
六
）
年
に
も
、
移
住
者

を
引
き
入
れ
、
川
嶋
組
の
村
々
に
縁
付
か
せ
て
い
る
。

　（
三
）
　
移
住
者
引
き
入
れ
と
縁
組
の
手
続
き

　
渡
部四郎右衛門





は
、
御
蔵
入
役
所
か
ら
借
用
し
た
三
〇
両
、
永
田
村
渡
部

又
三
郎
か
ら
借
用
し
た
二
五
両
に
、
手
元
金
五
両
を
加
え
、
六
〇
両
余
り
を
持

ち
、
天
保
二
年
四
月
十
日
に
越
後
国
に
向
か
っ
て
出
発
、
五
月
二
六
日
に
六
人

の
女
性
を
蒲
原
郡
の
村
々
か
ら
引
き
連
れ
て
帰
国
し
た
。
「
彼
地
処
々
江

世
話

人
」
と
対
談
し
て
、
今
後
、
移
住
者
を
引
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
取
り

決
め
て
い
る
。

　
四郎右衛門




は
、
帰
国
直
後
の
五
月
中
に
、
引
き
入
れ
た
六
人
の
出
身
地
、

縁
付
き
先
、
拝
借
金
の
使
途
と
返
済
計
画
を
代
官
宛
に
提
出
し
た
。
つ
い
で
、

六
月
、
渡
部四郎衛門




は
、
人
物
と
身
元
を
吟
味
し
た
う
え
で
寺
送
状
と
分
限

送
状
を
手
元
に
預
か
り
、
蒲
原
郡
出
身
の
女
性
六
人
を
引
き
入
れ
た
こ
と
を
代

官
に
届
け
出
た
。
さ
ら
に
、
同
月
、
越国者引入




人
と
し
て
四郎右衛門




は
、

引
き
入
れ
た
六
人
の
縁
組
を
代
官
に
願
い
出
、
六
人
と
縁
約
し
た
家
の
戸
主
が

名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
、
五
人
組
と
連
名
で
代
官
に
縁
組
願
書
を
提
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
御
蔵
入
役
所
は
、
九
月
に
縁
組
を
許
可
す
る
差
図
書
を
代
官

所
、
触
継
名
主
を
通
じ
て
伝
達
し
た
。
天
保
三
年
正
月
十
三
日
、
四郎右衛門





か
ら
川
嶋
村
名
主
に
、
川
嶋
村
に
引
き
入
れ
た
五
人
を
宗
門
改
人
別
家
別
書
上

帳
に
書
き
上
げ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

　
移
住
者引

き
入
れ
か
ら
「
宗
門
改
人
別
家
別
帳」

登
録
ま
で
の
手
続
き
は
、

次
章
で
後
述
す
る
会
津
郡
黒
谷
組
叶
津
村
の
名
主
で
他
邦
者引入


任
役
に
任
命
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さ
れ
た
長
谷
部
忠
右衛門


が
、
文
化
年
間
（一

八
〇
〇
年
代
）
か
ら
実
施
し
た

移
住
者
の
登
録
手
続
き
と
同
様
で
あ
り
、
以
下
に
要
約
で
き
る
。
①
移
住
者
募

集
に
当
っ
た
他
邦
者引入


任
役
、
あ
る
い
は
引入

人
が
、
寺
送
状
と
分
限
送
状

を
受
け
取
り
、
人
物
を
吟
味
し
た
う
え
で
、
引入

願
書
を
代
官
に
提
出
す
る
。

②
他
邦
者引入


任
役
、
あ
る
い
は
引入

人
と
移
住
者
の
縁
付
き
先
の
家
が
、
村

役
人
連
名
で
縁
組
願
書
を
代
官
に
提
出
す
る
。
③
田
島
陣
屋
、
あ
る
い
は
御
蔵

入
役
所
か
ら
代
官
所
、
触
継
名
主
を
経
て
、
村
に
送
達
さ
れ
る
差
図
書
に
よ
っ

て
、
縁
組
が
承
認
さ
れ
る
。
①
か
ら
③
の
手
続
き
に
数
カ
月
を
要
し
、
移
住
者

は
、
翌
年
の
「
宗
門
改
人
別
家
帳」

に
登
録
さ
れ
た
。

（
四
）
　
移
住
者
引
き
入
れ
の
経
費

　
四郎右衛門




は
、
祝
金
に
充
て
る
費
用
と
し
て
、
天
保
二
年
三
月
に
御
蔵
入

役
所
か
ら
手
当
金
三
〇
両
、
四
月
に
永
田
村
渡
部
又
三
郎
か
ら
二
五
両
を
借
用

し
た
。
三
月
付
の
代
官
に
宛
て
た
書
面
は
、
川
嶋
組
触
継
名
主
と
四郎右衛門





の
連
名
で
、
四
月
に
渡
部
又
兵
衛
に
宛
て
た
借
用
証
文
は
、
中
荒
井
村
名
主
で

四郎右衛門




の
先
代
隠
居
、
中
荒
井
村
百
姓
代
、
川
嶋
組
触
継
名
主
の
連
名
で

作
成
さ
れ
た
。
四郎右衛門




が
越
後
国
に
出
か
け
て
い
る
間
、
手
当
金
三
〇
両

は
四
月
二
七
日
に
、
永
田
村
渡
部
又
兵
衛
に
借
用
し
た
二
五
両
は
四
月
二
六
日

に
、
そ
れ
ぞ
れ
元
金
が
返
済
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
金
利
を
固
定
す
る
た
め
と
思

わ
れ
る
。

　
越
後
国
か
ら
女
性
六
人
を
引
き
連
れ
て
帰
国
し
た
天
保
二
年
五
月
付
の
代
官

宛
の
報
告
書
で
、
四郎右衛門




は
、
川
嶋
村
に
縁
付
く
五
人
に
一
人
当
た
り
調

達
御
手
当
金
三
両
づ
つ
、
中
荒
井
村
に
縁
付
く
一
人
に
調
達
御
手
当
金
二
両
二

分
、
合
計
十
七
両
二
分
を
祝
金
と
し
て
貸
渡
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
引
き
入
れ

た
女
性
を
配
偶
者
と
す
る
六
人
か
ら
代
官
宛
に
改
め
て
借
用
証
文
を
提
出
し
て

い
る
。
川
嶋
村
と
中
荒
井
村
の
名
主
、
組
頭
、
百
姓
代
が
、
六
人
か
ら
代
官
宛

の
借
用
證
文
に
連
署
し
て
、
年
末
ま
で
に
元
利
と
も
返
済
で
き
な
い
場
合
に

は
、
五
人
組
と
親
戚
が
弁
済
す
る
こ
と
を
誓
約
し
た
。
し
か
し
、
川
嶋
組
触
継

名
主
と
四郎右衛門




が
代
官
に
宛
て
た
十
月
付
の
願
書
で
は
、
移
住
者
を
受
け

入
れ
た
家
は
貧
し
く
、
年
末
ま
で
に
元
利
を
返
済
で
き
な
い
の
で
、
十
年
賦
で

の
返
済
を
願
い
出
て
い
る
。

　
天
保
四
年
正
月
付
の
覚
書
に
は
、
御
蔵
入
役
所
か
ら
の
御
手
当
金
の
返
済
状

況
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
天
保
二
年
三
月
に
四郎右衛門




に
貸
与
さ

れ
た
三
〇
両
は
、
同
年
四
月
に
返
納
さ
れ
た
。
二
カ
月
分
の
利
息
二
分
は
、
天

保
二
年
十
二
月
五
日
に
返
納
さ
れ
た
。
天
保
二
年
五
月
、
改
め
て
川
嶋
村
の

五
人
に
十
五
両
、
中
荒
井
村
の
一
人
に
二
両
二
分
が
、
祝
金
と
し
て
貸
与
さ
れ

た
。
前
者
の
五
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
利
息
が
一
両
、
後
者
の
五
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
利
息
が
二
朱
二
七
〇
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
利
息
分
は
、
天
保
二

年
十
二
月
五
日
に
、
元
金
は
天
保
三
年
暮
れ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
返
済
さ
れ
た
。
他

方
、
四郎右衛門




は
、
天
保
二
年
七
月
に
五
両
を
借
用
し
、
七
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
利
息
が
一
分
で
あ
っ
た
。
四郎右衛門




は
、
天
保
二
年
十
二
月
五
日
に

元
利
と
も
返
済
し
て
い
る
。
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表
２

　
渡

部
四

郎
右

衛
門

が
引

き
入

れ
た

移
住

者

移
動

年
移

住
者

を
配

偶
者

、
養

子
ま

た
は

無
跡

再
興

名
跡

と
し

て
受

け
入

れ
た

人
物

移
住

者
祝

金

名
前

年
齢

家
の

持
高

居
村

名
前

年
齢

居
住

地
居

住
地

の
支

配
関

係
地

元
 才

判
金

調
達

 拝
借

金
合

計

天
保

2 (1831)
年

熊
太

郎
24

歳
6.335

石
陸

奥
国

会
津

郡
川

嶋
村

よ
し

20
歳

越
後

国
蒲

原
郡

新
発

田
町

新
発

田
藩

領
3

両
2

分
3

両
6

両
2

分

天
保

2 (1831)
年

徳
左

衛
門

38
歳

5.535
石

陸
奥

国
会

津
郡

川
嶋

村
ち

せ
20

歳
越

後
国

蒲
原

郡
牧

村
長

岡
藩

領
2

両
2

分
3

両
5

両
2

分

天
保

2 (1831)
年

千
代

松
22

歳
14.953

石
陸

奥
国

会
津

郡
川

嶋
村

と
よ

16
歳

越
後

国
蒲

原
郡

亀
田

村
新

発
田

藩
領

、
亀

田
新

田
カ

2
両

3
両

5
両

天
保

2 (1831)
年

勝
右

衛
門

42
歳

6.004
石

陸
奥

国
会

津
郡

川
嶋

村
そ

よ
36

歳
越

後
国

蒲
原

郡
佐

渡
山

村
長

岡
藩

領
2

両
3

両
5

両

天
保

2 (1831)
年

廣
蔵

(伊
兵

衛
カ

）
35

歳
11.623

石
陸

奥
国

会
津

郡
川

嶋
村

つ
ね

16
歳

越
後

国
蒲

原
郡

亀
田

村
新

発
田

藩
領

、
亀

田
新

田
カ

2
両

3
分

3
両

5
両

3
分

天
保

2 (1831)
年

権
太

郎
29

歳
0.305

石
陸

奥
国

会
津

郡
中

荒
井

村
か

ん
21

歳
越

後
国

蒲
原

郡
堀

溝
村

村
松

藩
領

2
両

2
分

2
両

2
分

5
両

天
保

4 (1833)
年

久
左

衛
門

後
家

62
歳

9.178
石

陸
奥

国
会

津
郡

川
嶋

村
甚

八
19

歳
越

後
国

蒲
原

郡
姥

嶋
村

高
崎

藩
領

―
 

―
 

―
 

天
保

7 (1836)
年

よ
ね

27
歳

4.225
石

陸
奥

国
会

津
郡

中
荒

井
村

作
蔵

33
歳

越
後

国
蒲

原
郡

山
崎

村
水

原
支

配
所

カ
―

 
―

 
―

 

天
保

7 (1836)
年

し
ゅ

う
29

歳
4.323

石
陸

奥
国

会
津

郡
中

荒
井

村
常

蔵
35

歳
越

後
国

蒲
原

郡
舟

渡
村

水
原

支
配

所
―

 
―

 
―

 

天
保

7 (1836)
年

無
跡

・
又

右
衛

門
跡

6.879
石

陸
奥

国
会

津
郡

関
本

村
平

左
衛

門
48

歳
越

後
国

蒲
原

郡
牛

ヶ
首

村
村

松
藩

領
、

牛
ケ

頸
村

カ
―

 
―

 
―

 

天
保

7 (1836)
年

無
跡

・
又

右
衛

門
跡

6.879
石

陸
奥

国
会

津
郡

関
本

村
平

左
衛

門
女

房
41

歳
越

後
国

蒲
原

郡
牛

ヶ
首

村
村

松
藩

領
、

牛
ケ

頸
村

カ
―

 
―

 
―

 

天
保

7 (1836)
年

無
跡

・
又

右
衛

門
跡

6.879
石

陸
奥

国
会

津
郡

関
本

村
平

左
衛

門
男

子
　

寅
松

19
歳

越
後

国
蒲

原
郡

牛
ヶ

首
村

村
松

藩
領

、
牛

ケ
頸

村
カ

―
 

―
 

―
 

天
保

7 (1836)
年

無
跡

・
又

右
衛

門
跡

6.879
石

陸
奥

国
会

津
郡

関
本

村
平

左
衛

門
二

女
　

か
ん

16
歳

越
後

国
蒲

原
郡

牛
ヶ

首
村

村
松

藩
領

、
牛

ケ
頸

村
カ

―
 

―
 

―
 

天
保

7 (1836)
年

無
跡

・
又

右
衛

門
跡

6.879
石

陸
奥

国
会

津
郡

関
本

村
平

左
衛

門
父

　
彦

四
郎

70
歳

越
後

国
蒲

原
郡

牛
ヶ

首
村

村
松

藩
領

、
牛

ケ
頸

村
カ

―
 

―
 

―
 

史
料

）
渡

部
四

郎
右

衛
門

廣
稠

（
控

）「
越

国
者

引
入

方
一

巻
帳

」
注

）
支

配
関

係
は

、「
角

川
日

本
地

名
大

辞
典

」
編

纂
委

員
会

『
角

川
日

本
地

名
大

辞
典

 （
15）

新
潟

県
』 角

川
書

店
、

1989
を

参
考

と
し

た
。
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

（
五
）
　
移
住
者
と
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
家

　
渡
部四郎衛門




は
、
天
保
二
（一

八
三
一）

年
に
六
人
、
天
保
四

（一

八
三
三
）
年
に
一
人
、
天
保
七
（一

八
三
六
）
年
に
七
人
を
越
後
国
か
ら

引
き
入
れ
た
（
表
２
）
。史
料
か
ら
確
認
で
き
る
移
住
者
は
、
合
計
十
四
人
（
男

性
六
人
、
女
性
八
人
）
で
あ

る
。
移
住
者
の
出
身
地
は
、

す
べ
て
越
後
国
蒲
原
郡
で
あ

り
、
新
発
田
藩
領
、
長
岡
藩

領
、

村

松

藩

領
、

高

崎

藩

領
、
幕
領
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
村

は
、
会
津
郡
川
嶋
組
川
嶋

村
（
六
人
）、
中
荒
井
村
（
三

人
）、
関
本
村
（
五
人
）
で
あ

る
。
天
保
二
年
に
引
き
入
れ

た
女
性
六
人
は
女
房
、
あ
る

い
は
嫁
と
し
て
、
天
保
四
年

に
引
き
入
れ
た
男
性
一
人
は

跡
継
ぎ
の
い
な
い
後
家
の
養

子
と
し
て
、
天
保
七
年
に
引

き
入
れ
た
男
性
二
人
は
婿
養
子
、
男
性
三
人
と
女
性
二
人
か
ら
な
る
家
族
は
無

跡
と
な
っ
た
家
の
再
興
名
跡
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
れ
ら
れ
た
（
２
）

。
移

住
者
を
配
偶
者
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
は
、
二
〇
歳
か
ら
四
〇
歳
ま
で
の
年
齢

階
層
に
配
偶
者
が
い
な
い
家
や
十
歳
以
下
の
子
供
の
多
い
家
で
あ
る
（
表
３
）。

　
表
２
に
よ
れ
ば
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
家
の
持
高
は
、
三
斗
余
か
ら
十
四

石
九
斗
余
で
あ
る
。
配
偶
者
の
生
家
に
贈
ら
れ
る
祝
金
は
、
五
両
か
ら
六
両
二

分
に
上
り
、
地
元
才
判
金
と
調
達
拝
借
金
が
、
ほ
ぼ
同
額
ず
つ
祝
金
に
あ
て
ら

れ
た
。
持
高
三
斗
余
の
五
左
衛門

の
男
子
、
権
太
郎
と
持
高
十
五
石
弱
の
助
五

郎
の
男
子
、
千
代
松
は
、
い
ず
れ
も
祝
金
五
両
を
負
担
し
て
い
る
た
め
、
祝
金

の
金
額
は
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
家
の
持
高
と
は
、
無
関
係
と
み
ら
れ
る
。

三
　
南
山
御
蔵
入
領
に
お
け
る
移
住
者
引
き
入
れ

　
越
後
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
へ
の
移
住
者引

き
入
れ
を
立
案
し
た
の
は
、
寛

政
十
（一

七
八
九
）
年
に
代
官
に
宛
て
た
願
書
を
記
し
た
大
沼
郡
東ひ

が
し
お
ま
た
ぐ
み

尾
岐
組

東
尾
岐
村
名
主
、
林
松
が
嚆
矢
と
み
ら
れ
る
（
会
津
高
田
町
史
編
纂
委
員

会
、
一
九
九
五
、
二
一
三
～
二
一四

頁
、
会
津
高
田
町
史
編
纂
委
員
会
、

二
〇
〇
一
、三
〇
八
～
三
〇
九
頁
）
。
し
か
し
、
林
松
が
実
際
に
移
住
者
を
引
き

入
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
南
山
御
蔵
入
領
で
最
初
に
領
外
か
ら
移
住
者
を
引
き
入
れ
た
の
は
、
会
津
郡

黒
谷
組
叶
津
村
名
主
と
口
留
番
所
役
人
を
世
襲
し
た
長
谷
部
忠
右衛門


で
あ

表３　移住者を配偶者として受け入れた家

夫妻の名前（年齢） 縁組前の家族構成と年齢

熊太郎（24歳）・よし（20歳） 妹・せう（19歳）、弟・熊治郎（８歳）、祖母（78歳）

徳左衛門（38歳）・ちせ（20歳）女子・いち（６歳）、父・徳右衛門（68歳）、母（59歳）

千代松（22歳）・とよ（16歳） 父（祖父カ）・助五郎（71歳）

勝右衛門（42歳）・そよ（36歳）男子・圓蔵（20歳）、女子・のへ（18歳）

伊兵衛（35歳）・つね（16歳） 弟・伊太郎（23歳）、弟・丑次郎（17歳）

権太郎（29歳）・かん（21歳） 父・五左衛門（53歳）、母（47歳）、弟・藤吉（20歳）

よね（27歳）・作蔵（33歳）
母（46歳）、弟・治郎（12歳）、弟・丈助（10歳）、
弟・助太郎（８歳）、妹・ちく（５歳）、妹・さく（２歳）

しゅう（29歳）・常蔵（35歳）
父・甚十郎（65歳）、母（45歳）、妹・とめ（12歳）、
妹・りく（10歳）、妹・ひさ（８歳）、妹・ちう（２歳）

史料）渡部四郎右衛門廣稠（控）「越国者引入方一巻帳」
注）下線を引いた人物が、太字で示した越後国出身の移住者を配偶者として迎えた。
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渡
渡
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る
。
忠
右衛門


は
、
文
化
元
（一

八
〇
四）

年
に
移
住
者引

き
入
れ
を
田
島

陣
屋
に
建
議
し
て
、
翌
年
か
ら
移
住
者引

き
入
れ
を
始
め
た
（K

a
w

a
g

u
ch

i, 

1
9
9
7

）
。
陣
屋
は
、
忠
右衛門


を
「
他
邦
者引入


任
役
」
に
任
命
し
て
、
移

住
手
続
き
を
整
え
、
必
要
経
費
を
貸
与
し
て
引
き
入
れ
を
支
援
し
た
。
忠
右

衛門

は
、
天
保
二
（一

八
三
一）

年
ま
で
に
越
後
国
や
下
野
国
な
ど
か
ら
約

一
七
〇
人
も
の
移
住
者
を
引
き
入
れ
、
南
山
御
蔵
入
領
西
部
の
村
々
に
縁
付
か

せ
た
。
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
移
住
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
っ
た
（
川
口
、

二
〇
〇
五
）
。

　
長
谷
部
忠
右衛門


は
、
天
明
飢
饉
を
契
機
に
増
加
し
た
「
極
々
至
窮
」
の

「
無
妻
無
息
之
族
」
が
「
百
姓
相
続
」
で
き
る
よ
う
、
「
民
勢
引
直
」
を
目
的
と

し
て
、
移
住
者引

き
入
れ
を
実
施
し
た
と
代
官
に
宛
て
た
願
書
で
繰
り
返
し
、

主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
人
口
構
造
や
移
住
者
を
受

け
入
れ
た
家
の
実
態
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
（
川
口
、
二
〇
一
五
ａ
）。

そ
の
た
め
、
移
住
者引

き
入
れ
を
企
図
し
た
の
は
、
願
書
と
は
別
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
移
住
者
を
受
け
入
れ
た
家
は
、
高
額
に
上
る
祝
金
を
支

払
っ
て
も
、
領
外
か
ら
移
住
者
を
配
偶
者
や
養
子
と
し
て
迎
え
よ
う
と
し
た
。

彼
ら
は
、
祝
金
を
支
払
う
経
済
力
を
持
ち
、
対
価
に
見
合
う
価
値
を
移
住
者
に

見
出
し
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
移
住
者引

き
入
れ
が
民
衆
の
幅
広
い
支
持
を

受
け
て
実
施
さ
れ
た
背
景
に
は
、
女
性
を
必
要
と
す
る
労
働
需
要
の
急
激
な
拡

大
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
川
口
、
二
〇
〇
七
、
川
口
、
二
〇
一
七
）
。

　
長
谷
部
家
は
、
忠
右衛門


、
養
助
、
作
次
郎
の
三
代
に
わ
た
っ
て
、
領
外
か

ら
移
住
者
を
引
き
入
れ
た
。
天
保
二
年
の
願
書
（
福
島
県
歴
史
資
料
館
架
蔵
、

長
谷
部
大
作
家
文
書
一
〇
五
一
号
）
に
よ
れ
ば
、
忠
右衛門


が
高
齢
に
な
っ
た

た
め
、
養
助
が
、
一
旦
、
引入

任
役
の
後
任
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
近

年
、
各
組
の
引入

任
役
が
越
後
国
に
出
張
せ
ず
、
移
住
者
の
身
元
吟
味
も
疎
か

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
移
住
者引

き
入
れ
は
中
止
さ
れ
て
い
た
。
天
保
二
年
に

は
、
多
数
の
縁
組
希
望
者
が
越
後
国
か
ら
入国

し
た
が
、
引
き
入
れ
制
度
が
差

し
止
め
ら
れ
て
い
て
迷
惑
し
て
い
る
た
め
、
養
助
が
引入

任
役
に
再
任
さ
れ
る

よ
う
願
い
出
た
。
こ
こ
に
も
、
渡
部四郎右衛門





と
同
じ
天
保
二
年
に
、
代

官
に
移
住
者引

き
入
れ
の
再
開
を
願
い
出
た
村
役
人
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

お
わ
り
に

　
長
谷
部
忠
右衛門


と
渡
部四郎右衛門





に
よ
る
移
住
者引

き
入
れ
に
は
、
多

く
の
共
通
点
が
み
ら
れ
た
。
移
住
者引

き
入
れ
の
立
案
者
は
、
東
尾
岐
村
の
林

松
も
含
め
て
、
名
主
を
務
め
る
村
役
人
で
あ
っ
た
。
代
官
所
、
御
蔵
入
役
所
、

田
島
陣
屋
は
、
立
案
者
を
「
他
邦
者引入


任
役
」
に
任
命
、
あ
る
い
は
「越国



者引入


計
方」

を
委
託
し
た
だ
け
で
な
く
、
必
要
経
費
を
貸
与
し
て
、
移
住
者

の
縁
組
手
続
き
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
者引

き
入
れ
を
支
援
し
た
。

八
十
里
越
え
を
挟
ん
で
南
山
御
蔵
入
領
と
隣
接
す
る
村
松
藩
が
、
十
九
世
紀
初

頭
か
ら
領
外
へ
の
他
所
稼
ぎ
を
禁
止
す
る
な
か
で
、
厳
密
な
手
続
き
を
整
備
す
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る
こ
と
に
よ
り
、
越
後
国
か
ら
の
縁
組
を
推
進
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
一方

、
代
官
所
か
ら
長
谷
部
忠
右衛門


や
渡
部四郎右衛門





に
貸
与
さ
れ
た

金
穀
の
返
済
責
任
を
村
、
五
人
組
、
親
類
一
同
で
負
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
移
住
者引

き
入
れ
は
、
代
官
、
名
主
、
平
百
姓
に
至
る
身
分

や
階
層
を
超
え
た
支
持
の
も
と
に
実
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
越
後
国
境
に
位
置
す
る
叶
津
村
の
長
谷
部
養
助
と
下
野
国
境
付
近
に
位
置
す

る
中
荒
井
村
の
渡
部四郎右衛門





が
、
い
ず
れ
も
天
保
二
年
に
越
後
国
か
ら
の

移
住
者引

き
入
れ
再
開
を
願
い
出
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
南
山
御
蔵
入

領
で
越
後
国
境
か
ら
最
も
遠
い
川
嶋
組
の
村
々
で
も
、
隣
接
す
る
下
野
国
で
は

な
く
、
越
後
国
か
ら
の
移
住
者引

き
入
れ
が
計
画
・
実
施
さ
れ
た
。

　
新
発
田
藩
が
会
津
街
道
（越

後
街
道
）
山
内
宿
に
設
け
た
山
内
口
留
番
所
を

通
過
し
て
、
津
川
口
か
ら
会
津
に
向
か
っ
た
西
蒲
原
か
ら
の
出
国者

は
、
天
保

七
（一

八
三
六
）
年
に
七
二
六
人
、
天
保
八
年
に
一
九
二
人
、
天
保
九
年
に

四
〇
四
人
、
天
保
十
年
に
四
五
二
人
を
数
え
た
（
中
村
、
二
〇
一
〇
、
一
三
二

～
一
六
〇
頁
）
。
西
蒲
原
の
主
と
し
て
海
岸
部
の
村
々
か
ら
会
津
に
向
か
っ
た

人
々
は
、
多
数
の
縁
組
希
望
者
が
越
後
国
か
ら
南
山
御
蔵
入
領
に
入国

し
た
と

い
う
天
保
二
年
の
長
谷
部
養
助
の
証
言
と
も
合
致
す
る
。
越
後
国
と
南
山
御
蔵

入
領
と
の
地
域
間
関
係
は
、
一
旦
差
し
止
め
ら
れ
て
い
た
移
住
者引

き
入
れ
が

再
開
し
た
天
保
期
（一

八
三
〇
年
代
）
か
ら
さ
ら
に
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
と

み
ら
れ
る
。

謝
辞
　
筆
者
は
、
平
成
三
年
、
松
枝
医
院
院
長
・
故
松
枝
和
夫
博
士
の
御
厚

情
に
よ
り
、
「越国者引入方一巻帳」










を
は
じ
め
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
・

複
写
を
許
さ
れ
た
。
筆
者
の
怠
慢
に
よ
り
、
本
史
料
の
翻
刻
・
紹
介
が
、
今
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
そ
の
学
恩
を
深
謝

し
、
御
冥
福
を
祈
り
た
い
。
史
料
翻
刻
に
あ
た
り
、
原
田
敏
丸
先
生
、
島
津
良

子
先
生
、
鈴
木
明
子
先
生
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
篤
く
、
感
謝
し
た
い
。

註
（
１
）
江�

戸

時

代

に

お

け

る

人

口

分

析

シ

ス

テ

ム
（D

A
N

J
U

R
O

　

V
er.5.0

）

の

分

析

結

果

に

よ

る
（h

ttp
:/

/
k

a
w

a
g

u
ch

i.

tezu
k

a
y

a
m

a
-u

.a
c.jp

、　
二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
日
、
検
索
）。
本

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、K

a
w

a
g

u
ch

, 2009

、
川
口
（
二
〇
一
五

ｂ
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
亀�

田
村
藤
蔵
の
娘
「
つ
ね
」
を
女
房
と
し
た
川
嶋
村
廣
蔵
は
、
天
保
二

年
五
月
に
代
官
に
宛
て
た
四郎右衛門




の
報
告
書
、
六
月
に
四郎右



衛門

か
ら
代
官
に
宛
て
た
縁
組
願
書
に
名
前
が
あ
る
が
、
六
月
に
各

家
か
ら
代
官
に
宛
て
た
縁
組
願
書
に
は
み
あ
た
ら
ず
、
持
高
十
一
石

六
斗
二
升
三
合
の
伊
兵
衛
の
縁
組
願
書
が
あ
る
。
九
月
付
け
の
御
蔵

入
役
所
か
ら
の
差
図
書
に
は
、
廣
蔵
と
「
つ
ね
」
の
縁
組
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
廣
蔵
と
伊
兵
衛
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
と

推
論
し
た
。
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ｂ
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テ
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・
戸
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史
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落
合
恵
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編
著
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徳
川
日
本
の
家
族
と
地
域
性
　
―
歴

史
人
口
学
と
の
対
話
』
ミ
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ル
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ァ
書
房
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頁
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一
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世
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史
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史
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日
本
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評
論
社
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五
三
～
二
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九
頁
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・
田�

島
町
史
編
纂
委
員
会
（一

九
八
六
）『
田
島
町
史
　
第
六
巻
上
』
田
島
町
。

・
中�

村
義
隆
（
二
〇
一
〇
）『
割
地
慣
行
と
他
所
稼
ぎ
　
―
越
後
蒲
原
の
村
落

社
会
史
―
』
刀
水
書
房
。

・
松�
枝
茂
（一

九
四
三
）『
会
津
藩
の
人
口
政
策
』
山
一
書
房
、（
大
東
文
化
大

学
東
洋
学
研
究
所
よ
り
一
九
六
七
年
に
再
版
）
。
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渡
部
四
郎
右
衛
門
廣
稠
（
控
）「
越
国
者
引
入
方
一
巻
帳
」
　
翻
刻

凡
例

・�

原
文
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
、
仮
名
は
通
行
の
字

体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
常
用
漢
字
以
外
の
文
字
、
「
江
」、「
而
」、「者」


、

「
ゟ
」
、
「
与
」
、
「
〆
」
、
「
連
」
、
「
免
」
は
、
原
文
ど
お
り
に
し
た
。

・�

丁
替
え
は
、「
』」
で
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
と
表
裏
を
、
た
と
え
ば
「
』（一


表
）」
、
「
』
（一

裏
）」
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

・
読
解
の
便
を
考
慮
し
て
、
句
読
点
を
付
し
た
。

翻
刻

天
保
二
卯
年
二
月
与
里

同
四
巳
年
正
月

同
七
申
年
十
二
月

越国者引入方一巻帳








　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部四郎右衛門





　
廣稠


（
表
紙
）
』

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
　

　
去
年
中
ゟ
当
二
月
迄

一
、
死
減
人
別
弐
拾
人	

内
　
七
人
男
　
拾
三
人
女
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村

	

内
　
四
人
極
老
之
男
女

	

　
　
拾
六
人
壮
年
之
男
女

　
　
同
断

一
、
同
四
拾
壱
人	�



内
　
拾
六
人
男
　
弐
拾
五
人
女
　
　
　
　
　
川
嶋
村
　

	

内
　
拾
人
男
女
極
老
之
者

	

　
　
三
拾
壱
人
壮
年
之
男
女

　
　
同
断

一
、
同
七
人	

内
　
三
人
男
　
四
人
女
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
村

	

内
　
弐
人
　
極
老
之
男

	

　
　
五
人
　
壮
年
之
男
女

　
　
同
断

一
、
同
拾
三
人	

内
　
八
人
男
　
五
人
女
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
生
村

	

内
　
三
人
　
極
老
之
男
女

	

　
　
拾
人
　
壮
年
之
男
女

合
八
拾
壱
人	

内
　
三
拾
四
人
男

　
四
拾
七
人
女

	

内
　
拾
九
人

　
極
老
之
男
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
拾
弐
人

　
壮
年
之
男
女

右者

南
山
御
蔵
入
之
義
、
全
躰
人
不
足
之
所
柄
ニ

御
座
候
処
、
天
明
三
卯
年
大
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凶
』
（一

表
）
作
以
来
、
追
年
人
数
莫
太
減
少
仕
、
村
々
無
跡
数
軒
出
来
、
御

田
地
手
餘
荒
地
廣
太
ニ

有
之
、
御
年
貢
弁
不
少
年
増
友
禿
ニ

相
成
候
処
、
別
而

右

四
ヶ

村
之
儀
、
近
来
極
窮
ニ

罷
成
候
上
、
去
年
中
委
曲
奉
御
披
露
候
通
、
疫
癘

流
行
、
書
面
之
人
数
死
失
仕
、
右
之
内
ニ

者
夫
を
失
ひ
妻
ニ

別
連
、
或
ハ
壮
年

夫
婦
を
失
ひ
極
老
計
り

相
残
り

、
無
跡
ニ

罷
成
候
も
有
之
、
鰥
寡
孤
独
之
者
共
数

人
出
来
、
村
力
甚
相
衰
ひ
、
御
田
地
手
餘
り

、
当
耕
作
仕
附
可
仕
様
禿
与

無
御

座
候
ニ

付
、
右
躰
孤
独
ニ

相
成
候
者
共
江

、
相
應
之
男
女
娶
合
、
何
卒
是
迄
之
人

数
ニ

古
復
候
様
仕
度
、
近
隣
村
手
を
尽
シ

相
尋
候
得
共
、
兼
而

人
数
不
足
之
処
柄

ニ

御
座
候
得
者
、
見
合
之
者
絶
而

無
御
座
、
至
々
極
差
支
候
義
共
ニ

御
座
候
。
打

捨
置
候
而
ハ

、
壮
年
之
噂
無
妻
之
者
共
ハ
、
他
邦
勤
ニ

罷
越
候
而
も

、
自
然
帰
国
を

忘
連
候
人
情
ニ
も

』
（一

裏
）
有
之
、
此
上
有
人
を
失
ひ
候
躰
ニ

罷
成
、
村
躰
相

続
可
仕
見
込
無
御
座
候
。
依
之
、
御
願
申
上
候
儀
者
、
當
年
柄
御
時
処
位
江

背
ヶ

奉
恐
入
候
得
共
、
此
上
ハ
越国者引入




、
右
躰
鰥
寡
之
者
共
江

、
夫
々
ニ

夫
妻

之
縁
を
為
結
、
御
百
姓
相
続
為
仕
度
奉
存
候
。
是
迄
も
、
右引入


計
仕
候
者
共

も
有
之
候
得
共
、
何
連
も

実
意
ニ

不
相
渡
、
横
金
等
い
た
し
候
族
数
多
有
之
都

而

難
渋
仕
候
間
、
越国

表
江

直
々
罷
越
、
当
境
地
方
向
之
者
共
引入

、
人
数
増

長
之
計
仕
度
、
左
も
不
致
候
而
ハ

中
々
以
、
産
子
養
育
等
ニ
而

古
復
可
仕
様
無
之

儀
ニ

候
間
、
年
柄
之
義
者

、
深
々
以

　
御
愛
隣
御
用
捨
被
成
下
置
、
試
と
し
て

引入方


私
共
方
江

被
　
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
且
、
田
島
高
野
両
組
始
、

御
郡
中
一
統
、
近
来
人
不
足
ニ
而

、
無
妻
之
者
共
多
ク

有
之
候
得
者
、
右引入方




被
　
仰
付
越国

表
江

懸
合
、
追
々
手
都
合
宜
敷
相
成
候
』（
二
表
）
ハ
ハ

、
御
郡

中
村
々
迄
縁
付
候
様
相
成
候
者
、
不
遠
内
人
数
増
加
可
仕
与

奉
存
候
。
乍
恐
、

前
代
未
聞
之
　
御
仁
政
を
以
、
産
子
養
育
御
手
當
被
下
置
、
難
有
仕
合
奉
存

候
得
者
、
其
本
躰
不
相
備
候
而
ハ

、
人
数
増
長
仕
候
様
無
之
、
村
々
次
第
ニ

禿
百

姓
出
来
、
御
為
筋
ニ
も

不
相
成
義
与

奉
存
候
間
、
何
卒
厚
以
　
御
慈
悲
、
右
計
方

被
　
仰
付
被
下
置
度
、
右
取
斗
ニ

付
、
彼
地
引入

之
様
子
伝
承
仕
候
処
、
身
元

丈
夫
之
縁
女
引入

候
ニ
者

、
為
祝
金
壱
人
江

五
六
両
位
宛
差
出
不
申
候
得
ハ

、
約

路
不
致
候
由
、
差
當
り

右
之
出
金
入
用
ニ

御
座
候
処
、
一
先
為
試
弐
拾
人
も

引入


申
度
、
左
候
得
者
、
右入

用
金
百
両
之
内
五
拾
両
ハ
、
私
共
地
元
才
判
可
仕
候

間
、
残
金
五
拾
両
、
養
育
御
備
金
之
内
、
四
ヶ
年
賦
返
納
拝
借
被
　
仰
付
被
下

置
、
猶
又
、
恐
成
御
義
奉
恐
入
候
得
共
、
極
々
之
細
民
共
江
ハ

、
養
育
御
手
當

金
之
恐
を
以
、
御
』（
二
裏
）
手
當
祓
之
御
慈
愛
被
成
下
置
度
奉
願
上
候
。
右

躰
窮
民
吟
味
之
儀
ハ
、
私
共
手
元
ニ

お
い
て
、
能
々
相
改
御
伺
申
上
候
様
仕
、

聊
不
正
之
筋
無
之
様
可
仕
候
間
、
格
別
之
御
評
議
を
以
、
右
村
々
御
百
姓
相
續

仕
候
様
、
幾
重
ニ
も

奉
願
上
候
。
私
共
右
躰
願
意
相
立
候
義
、
如
何
之
筋
与

奉
蒙
　

御
堅
慮
候
而
ハ

、
誠
以
奉
恐
入
候
得
共
、
前
文
申
上
候
通
、
右四

ヶ
村
書
面
之

通
、
八
拾
人
余
死
減
ニ

相
成
、
夫
而
己
ニ

差
置
候
而
者
、
亡
処
ニ
も

可
相
成
躰
、

眼
下
ニ

相
顕
レ

候
ニ

付
、
赤
実
を
以
、
不
顧
恐
奉
願
候
義
ニ

御
座
候
。
最
早
、
雪

解
追
々
農
業
方
相
始
候
時
節
ニ

差
掛
候
間
、
何
分
急
速
御
下
知
被
成
下
置
度
、

連
々
奉
願
上
候
。
以
上
。

天
保
二
卯
年
二
月

　
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主

　
渡
部
宗
兵
衛

	

御
代
官
様	

関
本
村
仮
名
主	

渡
部四郎右衛門





』（
三
表
）
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

乍
恐
附
紙
を
以
奉
願
候
。
本
文
之
通
引入方


被
　
仰
付
被
下
置
候
ニ

付
而
者

迚
も

之
以
　
御
慈
悲
往
来
為
無
恙
、
越国者引入




御
用
与

申
候
義
、
御
添
翰
被
下
置

度
奉
願
上
候
。
以
上
。

右
願
書
、
二
月
二
十
八
日
田
島
　
御
陣
屋
江

相
達
申
候
。
依
之
、
三
月
十
九
日

出
起
、
若
松
表
江

罷
登
申
候
。
諸
入
用
之
義
者
、
別
帳
ニ

明
細
記
置
申
候
。

　
　
　
三
月
二
十
七
日
御
差
図
書
左
之
通

　
　
　
　
　
覚

一
、
金
三
拾
両

　
　�

是
者
、
越国引入



試
計
ニ

付
、
引
替
金
之
義
、
御
代
官
所
ニ

養
育
金
備
無

之
由
ニ

付
、
三
拾
両
歩
ニ
て

役
所
ゟ
当
座
引
替
相
渡
候
間
、
当
暮
役
所
ゟ
可

相
渡
養
育
金
利
分
ニ
而

元
利
差
引
候
積
。』
（
三
裏
）

右者

川
島
組
四
ヶ
村
、
越国者引入




試
計
ひ
ニ

付
、
委
曲
願
出
添
書
一
同
被
達

候
。
右引入


之
義
者
、
当
時
差
留
被
置
候
処
、
右四

ヶ
村
無
比
類
病
難
ニ
而

、

多
分
死
失
人
有
之
、
村
勢
相
衰
候
ニ

付
、
右
取
直
人
数
増
長
之
た
免
、
四
ヶ
村

ニ

限
り

、
引入

取
計
之
義
、
厚
取
組
申
達
候
処
、
格
別
ニ

越国者引入




之
義
、
被

相
弛
候
間
、
御
差
図
相
添
、
且
被
申
出
候
趣
も

有
之
候
間
、
書
面
之
金
子
當
座

ニ

引
替
相
渡
候
条
、
為
引入

彼
地
江

罷
越
候
者
帰
村
候
ハ
ハ

、
引入

人
別
男
女
共
ニ

年
齢
御
届
可
有
之
候
。
以
上
。

三
月
二
十
六
日

　
御
蔵
入
役
所

　
　
　
　
　
渡
部
六
郎
兵
衛
殿

右
之
通
御
差
図
申
来
候
条
、
令
承
知
引入

取
計
之
次
第
、
并
人
別
男
女
』（四


表
）
年
齢
等
、
追
而

可
書
出
候
事
。

三
月
二
十
六
日
　
御
代
官
所
　
田
島
、
関
本
両
村
仮
名
主
　
渡
部四郎右衛門






　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
　
　
　
　
渡
部
宗
兵
衛方

へ

　
　
　
　
　
覚

一
、
金
三
拾
両
　
　
　
　
中
荒
井
　
川
島
　
関
本
　
藤
生
　
〆
四
ヶ
村

右者四


ヶ
村
之
儀
、
病
難
ニ

逢
、
死
失
人
大
勢
出
来
、
村
勢
相
衰
、
耕
作
方
差

支
候
ニ

付
、
越国者引入




願
申
立
候
処
、
深
々
以
　
御
愛
情
御
弛
メ

被
成
下
置

候
上
、
書
面
之
通
御
手
当
金
被
　
仰
付
、
此
度
被
下
難
有
奉
請
取
候
。
然
ル

上

ハ
、
越国

表
江

早
速
罷
越
、
引入方


追
而

可
奉
御
披
露
候
。
尤
右
御
返
納
之
義

者
、
被
仰
付
』（四

裏
）
次
第
少
し
も

無
滞
、
元
利
御
上
納
可
仕
候
。
依
之
、
請

取
証
文
奉
差
上
候
。
以
上
。

　
卯
三
月
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
　
　
　
　
渡
部
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
島
、
関
本
両
村
仮
名
主
　
渡
部四郎右衛門






　
御
代
官
様

　
　
　
　
　
借
用
証
文
之
事

一
、
金
弐
拾
五
両

右者

、
越国者引入方





計
ニ

付
、
書
面
之
金
子
貴
殿
方
ゟ
借
用
仕
候
処
、
実
正

ニ

御
座
候
。
返
済
之
義
者
、
当
七
月
中
迄
ニ

弐
拾
両
ニ

壱
分
之
利
足
を
加
、
元
利
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

少
し
も

無
滞
勘
定
可
仕
候
。
万
一
相
滞
候
者
、
加
印
之
者
共
立
入
、
吃
度
弁
済

可
仕
候
。
依
之
、
借
用
証
文
如
件
。

　
天
保
二
卯
年
四
月
　
　
中
荒
井
村
名
主
隠
居
　
渡
部四郎右衛門





』（
五
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
百
姓
代	

　
　
惣
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触
継
名
主	

渡
部
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　
永
田
村
　
渡
部
又
三
郎
殿
へ

　
　
　
　
　
　
持
参
金
左
之
通

一
、
金
三
拾
両
　
御
手
当
金
　
　
　
　
　
一
、
同
弐
拾
五
両
　
永
田
ゟ
借
用
金

一
、
同
五
両
　
手
元
有
金
　
合
六
拾
両
　
外
銭
弐
百
五
拾
文
　
銭
持
参

　
　�

但
、
御
手
当
金
三
拾
両
、
四
月
二
十
七
日
御
返
納
仕
候
。
永
田
村
又
三
郎

方
へ
ハ
、
同
月
廿
六
日
返
済
仕
候
。

　
　
　
　
　
覚

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
よ
し
　
と
し
　
廿

　
　
　
　
是
者越

後
国
新
発
田
庄
太
郎
娘

　
　
　
　
川
島
村
熊
太
郎
女
房
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
六
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
内

　
三
両
弐
分

　
地
元
才
判
金

　
　
　
　
　
　
　
　
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
此
分
調
達
拝
借
金
貸
渡
申
候
。

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
ち
せ
　
と
し
　
廿
』（
五
裏
）

　
　
　
　
是
者
同
国
蒲
原
郡
勝
右衛門


娘
引入


　
　
　
　
川
島
村
徳
左
衛門

女
房
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
五
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
内
　
弐
両
弐
分
　
地
元
才
判
金

　
　
　
　
　
　
　
　
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
此
分
調
達
拝
借
金
貸
渡
申
候
。

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
と
よ
　
と
し
　
十
六

　
　
　
　
同
国
蒲
原
郡
亀
田
村
長
兵
衛
娘
引入


　
　
　
　
川
島
村
千
代
松
女
房
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
五
両

　
　
　
　
　
　
内
　
二
両
　
地
元
才
判
金

　
　
　
　
　
　
　
　
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
そ
よ
　
と
し
　
三
十
六

　
　
　
　
同
国
同
郡
佐
渡
山
村
清
助
娘
引入

川

　
　
　
　
嶋
村
勝
右衛門


女
房
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
五
両

　
　
　
　
　
　
内

　
二
両

　
　
　
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断
』
（
六
表
）
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
つ
祢
　
と
し
　
十
六

　
　
　
　
同
国
同
郡
亀
田
村
藤
蔵
娘
引入


　
　
　
　
川
嶋
村
廣
蔵
女
房
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
五
両
三
分

　
　
　
　
　
　
内
　
二
両
三
分
　
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
三
両

　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

　
　
　
一
、
女
壱
人
　
　
か
ん
　
と
し
　
二
十
一

　
　
　
　
同
国
村
松
領
堀
み
そ
村
庄
吉
娘
引入


　
　
　
　
中
荒
井
村
五
左
衛門

嫁
ニ

縁
付
申
候
。

　
　
　
　
　
此
祝
金
五
両

　
　
　
　
　
　
内
　
弐
両
弐
分
　
右
同
断

　
　
　
　
　
　
　
　
弐
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
右
同
断

　
　
　
合
六
人
　
　
此
祝
金
三
拾
弐
両
三
分

　
　
　
　
内
　
拾
五
両
壱
分
　
　
地
元
才
判
金

　
　
　
　
　
　
拾
七
両
弐
分
　
調
達
御
手
当
金
貸
渡
申
候
。

右者

、
先
達
而
願
之
上
、
越国

表
江

罷
越
、
書
面
之
通
縁
女
引入

、
川
島
中
荒

井
両
村
江

、
縁
付
申
候
。
当
年
之
儀
時
節
後
、
人
不
足
ニ

有
之
候
処
、
彼
地
処
々

江

世
話
人
』
（
六
裏
）
対
談
取
究
申
候
ニ

付
、
此
後
追
々
縁
女
引入

ニ

相
成
可
申

候
。
然
処
、
窮
民
之
者
共
ニ

御
座
候
得
者
、
右
祝
金
之
内
、
調
達
御
手
当
金
先

達
奉
拝
借
候
内
、
書
面
之
通
貸
渡
申
候
間
、
当
暮
迄
御
貸
置
居
被
成
下
置
度
奉

願
上
候
。
御
皆
済
之
節
、
元
利
少
し
も

無
滞
御
上
納
可
為
致
候
。
依
之
、
右
村

方
ゟ
、
別
紙
拝
借
受
取
証
文
奉
差
上
候
。
以
上
。

　
卯
五
月
　
　
　
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
　
　
　
　
渡
部
宗
兵
衛

　
　
御
代
官
様
　
　
　
　
田
島
、
関
本
両
村
仮
名
主
　
渡
部四郎右衛門






　
　
　
　
　
覚

一
、
金
拾
五
両
　
内
　
三
両
宛
　
熊
太
郎
　
徳
左
衛門

　
千
代
松
　
勝
右衛門


　

廣
蔵
〆
五
人

右者

、
渡
部四郎右衛門越国







縁
女
引入

、
当
村
書
面
之
者
共
女
房
ニ

縁
付
、

御
手
当
調
』（
七
表
）
達
金
、
右
之
通
貸
渡
、
難
有
奉
請
取
候
。
尤
、
御
返
納

之
義
者
、
当
暮
御
皆
済
之
砌
、
元
利
少
し
も

無
滞
御
上
納
可
仕
候
。
万
一
相
滞

候
者
、
其
五
人
組
親
類
共
引
受
、
吃
度
弁
納
可
仕
候
。
依
之
、
受
取
証
文
奉
差

上
候
。
以
上
。

　
　
卯
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
村
百
姓
代
　
　
　
平
左
衛門


　
御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
仙
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
湯
田
廣
次

　
　
　
　
　
覚

一
、
金
弐
両
弐
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村
拝
借
人

　
　
五
左
衛門


右者

、
渡
部四郎右衛門越国







縁
女
引入

、
当
村
五
左
衛門

嫁
ニ

縁
付
、
御
手
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

當
調
達
金
書
面
之
通
、
祝
金
之
内
貸
渡
、
難
有
奉
請
取
候
。
尤
、
御
返
納
之
義

者
、
当
暮
御
皆
済
之
砌
、
元
利
少
し
も

無
滞
御
上
納
可
仕
候
。
万
一
、
相
滞
候
ハ

ハ

、
其
五
人
組
親
類
共
引
受
、』
（
七
裏
）
吃
度
弁
納
可
仕
候
。
依
之
、
受
取
証

文
奉
差
上
候
。
以
上
。

　
　
卯
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村
百
姓
代
　
　
佐
兵
衛

　
御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
同
組
頭
　
　
　
　
　
　
久
左
衛門


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
名
主
　
　
　
　
　
　
渡
部
源
吉

一
、
金
拾
五
両
　
六
月
十
日
右
受
取
証
文
之
通
、
夫
ひ
川
島
村
松
蔵
ニ

渡
ス

。

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
御
披
露
候

私
義
、
先
達
而

願
之
上
、
越国

表
江

縁
女
引入

と
し
て
四
月
十
日
出
起
、
罷
下
り

候
処
、
時
節
後
、
人
不
足
ニ
而

漸
六
人
引入

、
当
月
二
十
六
日
帰
国
仕
、
別
紙

横
帳
を
以
奉
申
上
候
通
、
川
島
中
荒
井
両
村
江

縁
付
申
候
。
以
後
之
儀
者
、
彼

地
処
々
江

世
話
人
対
談
取
究
、
追
々
引入

ニ

相
成
候
筈
ニ

御
座
候
。
依
之
、
帰
国

御
披
露
奉
申
上
候
。
以
上
。』
（
八
表
）

　
卯
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
田
島
、
関
本
両
村
仮
名
主
　
渡
部四郎右衛門






　
　
御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村

　
　
五
左
衛門


一
、
祝
金
五
両

　
内
二
両
弐
分
卯
六
月
十
七
日
、
堀
み
ぞ
村
庄
吉
方
へ
五
左
衛

門
ゟ
渡
ス

。
残
弐
両
弐
分
庄
吉
家
作
普
請
仕
候
節
、
追
々
相
渡
候
筈
。

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

越
後
国
新
発
田
御
城
下
庄
太
郎
　
　
　
同
国
蒲
原
郡
牧
村
勝
右衛門


娘

　
　
　
　
　
娘
よ
し
　
と
し
　
廿
　
　
　
　
　
　
　
ち
せ
　
と
し
　
二
十

同
国
蒲
原
郡
亀
田
村
長
兵
衛
娘
　
　
　
同
国
同
郡
佐
渡
山
村
清
助
娘

　
　
　
　
　
　
と
よ
　
と
し
　
十
六
　
　
　
　
　
　
そ
よ
　
と
し
　
三
十
六

同
国
同
郡
同
村
藤
蔵
娘
　
　
　
　
　
　
同
国
同
郡
村
松
領
堀
溝
村
庄
吉
娘

　
　
　
　
　
　
つ
祢
　
と
し
　
十
六
　
　
　
　
　
　
か
ん
　
と
し
　
二
十
壱

　
　
　
　
〆
六
人
女
』
（
八
裏
）

右者

、
先
達
而

願
之
上
、
越国

表
江

罷
越
、
人
元
等
聢
与

吟
味
之
上
、
夫
々
出

金
仕
、
引入

取
計
引入

分
限
ニ

書
面
之
人
別
書
載
申
候
間
、
此
段
御
届
奉
申
上

候
。
尤
、
先
方
寺
送
分
限
送
等
手
元
江

取
置
申
候
。
以
上
。

　
卯
六
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部四郎右衛門






　
　
御
代
官
様

　
　
　
奉
願
引入

分
限
縁
組
之
事

　
　
　
　
　
越
後
国
新
発
田
庄
太
郎
娘
　
　
　
　
　
よ
し
　
と
し
　
廿

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
川
島
村
熊
太
郎
女
房
ニ

内
縁
約
仕
候
。

　
　
　
　
　
同
国
蒲
原
郡
牧
村
勝
右衛門


娘

　
　
　
ち
せ

　
と
し

　
二
十

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
同
村
徳
左
衛門

女
房
ニ

内
縁
約
仕
候
。

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
亀
田
村
長
兵
衛
娘

　
　
　
　
と
よ

　
と
し

　
十
六

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
同
村
千
代
松
女
房
ニ

右
同
断
。
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
佐
渡
山
村
清
助
娘
　
　
　
　
そ
よ
　
と
し
　
三
十
六

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
同
村
勝
右衛門


女
房
ニ

右
同
断
。』
（
九
表
）

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
亀
田
村
藤
蔵
娘
　
　
　
　
　
つ
祢
　
と
し
　
十
六

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
同
村
廣
蔵
女
房
ニ

右
同
断
。

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
村
松
領
堀
溝
村
庄
吉
娘
　
　
か
ん
　
と
し
　
廿
一

　
　
　
　
　
　
　
此
者
、
中
荒
井
村
五
左
衛門

嫁
ニ

右
同
断
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
六
人
女

右者

、
私
引入

分
限
之
者
共
、
右
両
村
江

内
縁
約
仕
、
内
証
何
成
共
故
障
無

御
座
、
尤
、
切
支
丹
類
族
ニ
も

無
御
座
候
間
、
縁
組
被
　
仰
付
被
下
度
奉
願
上

候
。
以
上
。

　
　
卯
六
月
　
　
　
　
越国者引入




人
中
荒
井
村
　
渡
部四郎右衛門






　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

高
三
斗
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
左
衛門

　
　
　
年
　
　
五
十
三
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
と
し
　
四
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
権
太
郎
　
年
　
　
廿
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
男
　
藤
吉
　
　
年
　
　
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
四
人

　
内
三
人
男

　
壱
人
女
』
（
九
裏
）

右者

、
分
限
之
内
権
太
郎
女
房
ニ

、
当
村
渡
部四郎右衛門引入







分
限
か
ん
と

申
候
女
、
内
縁
約
仕
候
間
、
以

　
御
愛
隣
、
縁
組
被

　
仰
付
被
下
度
奉
願
上

候
。
以
上
。

　
　
卯
六
月
　
　
　
百
姓
代
　
久
左
衛門

　
　
中
荒
井
村
願
人
　
五
左
衛門


　
御
代
官
様
　
　
　
組
頭
　
　
孫
兵
衛
　
　
　
同
村
五
人
組
　
　
七
左
衛門


　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
渡
部
源
吉
　
　
同
断
　
　
　
　
　
儀
兵
衛

　
　
　
　
　
乍
恐

高
六
石
三
斗
三
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
太
郎
　
　
　
年
　
　
廿
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妹
　
せ
う
　
　
と
し
　
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
　
熊
治
郎
　
年
　
　
八
つ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
母
　
　
と
し
　
七
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
四
人
　
内
弐
人
男
　
弐
人
女

右者

、
私
女
房
ニ

中
荒
井
村
渡
部四郎右衛門引入







分
限
よ
し
と
申
候
女
、

内
縁
約
』
（
十
表
）
仕
候
間
、
以
　
御
愛
隣
、
縁
組
被
　
仰
付
被
下
度
奉
願
上

候
。
以
上
。

　
　
卯
六
月
　
　
　
百
姓
代
　
平
左
衛門

　
　
川
島
村
願
人
　
熊
太
郎

　
御
代
官
様
　
　
　
組
頭
　
　
仙
次
郎
　
　
　
同
五
人
組
　
　
弥
七

　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
湯
田
廣
治
　
　
同
断
　
　
　
　
鉄
太
郎

　
　
　
　
　
乍
恐

高
五
石
五
斗
三
升
五
合
　
　
　
　
　
　
　
徳
左
衛門

　
　
　
年
　
　
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子

　
　
い
ち

　
と
し

　
六
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父

　
徳
右衛門



　
年

　
　
六
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母

　
　
　
　
　
　
と
し

　
五
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
四
人

　
内
弐
人
男

　
弐
人
女
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

文
言
右
同
断

　
　
　
　
　
乍
恐

高
拾
四
石
九
斗
五
升
三
合
　
　
　
　
　
　
助
五
郎
　
　
　
　
年
　
　
七
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
千
代
松
　
年
　
　
廿
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
弐
人
男
』
（
十
裏
）

文
言
右
同
断

　
　
　
　
　
乍
恐

高
六
石
四
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
右衛門


　
　
　
年
　
　
四
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
圓
蔵
　
　
年
　
　
廿
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
の
へ
　
　
と
し
　
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
三
人
　
内
弐
人
男
　
壱
人
女

文
言
右
同
断

　
　
　
　
　
乍
恐

高
拾
壱
石
六
斗
弐
升
三
合
　
　
　
　
　
　
伊
兵
衛
　
　
　
　
年
　
　
三
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弟
　
伊
太
郎
　
　
年
　
　
廿
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
丑
次
郎
　
　
年
　
　
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
三
人
男

文
言
右
同
断
』
（
十
一
表
）

　
　
　
　
　
縁
組
御
差
図
書
左
之
通
九
月
廿
一
日
触
継
方
ゟ
出
来

南
山
御
蔵
入
川
島
組
中
荒
井
村
五
左
衛門

与

申
者
嫁
、
同
村
渡
部四郎右衛門






引入

分
限
か
ん
与

申
女
内
縁
申
合
候
由
。

一
、�

同
組
川
島
村
熊
太
郎
与

申
者
女
房
ニ

右
同
人
引入

分
限
よ
し
与

申
女
右
同
断
。

一
、�

同
組
同
村
徳
左
衛門

与

申
者
女
房
ニ

右
同
人
引入

分
限
ち
せ
与

申
女
右
同
断
。

一
、
同
組
同
村
廣
蔵
与

申
者
女
房
ニ

右
同
人
引入

分
限
つ
祢
与

申
女
右
同
断
。

一
、
同
組
同
村
千
代
松
与

申
者
女
房
ニ

右
同
人
引入

分
限
と
よ
与

申
女
右
同
断
。

一
、�

同
組
同
村
勝
右衛門


与

申
者
女
房
ニ

右
同
人
引入

分
限
そ
よ
与

申
女
右
同
断
。

右
条
々
縁
組
申
合
候
由
、
願
出
被
達
候
。
任
願
候
条
、
此
旨
御
申
聞
可
有
之

候
。
以
上
。

九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
蔵
入
役
所
』（
十
一
裏
）

渡
部
六
郎
兵
衛
殿
へ

右
之
通
申
来
候
条
、
令
承
知
可
申
聞
候
事

九
月
十
一
日
　
　
御
代
官
所
　
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
　
渡
部
宗
兵
衛方

へ

　
　
　
　
　
覚

熊
太
郎
女
房
よ
し
　
　
と
し
　
廿
　
　
勝
右衛門


女
房
そ
よ
　
と
し
　
三
十
六

廣
蔵
女
房
つ
祢
　
　
　
と
し
　
十
六
　
千
代
松
女
房
と
よ
　
　
と
し
　
十
六

徳
左
衛門

女
房
ち
せ
　
と
し
　
廿
　
　
メ
五
人
女

右者

、
拙
者引入


分
限
之
者
共
、
願
之
通
縁
組
被
仰
付
候
間
、
右
之
者
共
女
房

ニ

当
辰
御
改
ゟ
分
限
書
上
可
加
候
。
尤
、
切
支
丹
類
族
ニ
も

無
御
座
候
間
、
御
受

御
銀
可
得
御
意
候
。
以
上
。』
（
十
二
表
）

　
　
辰
正
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部四郎右衛門
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

　
川
島
村
名
主
　
湯
田
廣
治
殿
へ

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

当
組
村
々
之
儀
、
委
曲
先
達
而

奉
申
上
候
通
、
去
年
中
疫
癘
流
行
仕
、
数
拾
人

病
失
仕
、
夫
を
失
ひ
妻
ニ

別
連
、
諸
雑
費
ハ
相
嵩
ミ

立
続
か
た
く
、
人
気
甚
相

衰
、
不
便
成
躰
嘆
敷
次
第
ニ

有
之
候
得
共
、
兼
而

人
不
足
之
所
柄
与

申
、
右
病
災

細
民
之
噂
ニ

御
座
候
得
者
、
別
而

近
郷
ニ

見
合
無
之
、
夫
而
己

等
閑
ニ

差
置
候
而
ハ

無

跡
ニ

相
成
候
義
顕
然
ニ

差
見
、
私
共
勤
躰
も

不
相
済
義
ニ

付
、
当
春
願
之
上
越国


表
江

罷
越
、
縁
女
引入

申
候
処
、
何
連
も
病
難
莫
太
之
痛
ニ

相
成
候
者
共
ニ
而

、

祝
金
差
出
候
様
無
之
候
ニ

付
、
産
子
養
育
金
之
姿
を
以
、
御
手
当
祓
』
（
十
二

裏
）
之
御
仁
愛
奉
願
上
候
処
、
御
備
無
之
、
御
時
節
ニ
而

、
調
達
金
を
以
、
祝

金
御
手
当
被
　
仰
付
置
、
当
暮
元
利
御
上
納
可
仕
筈
之
処
、
前
書
申
上
候
通
、

極
々
細
民
共
へ

縁
女
引入

置
候
得
者
、
何
ニ

様
ニ
も

皆
納
為
致
候
方
便
、
禿
与

無
之

候
。
仍
之
、
別
紙
当
人
共
ゟ
も
、
年
賦
御
上
納
ニ

被
　
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上

候
処
、
縁
女
引入方


之
儀
者
、
人
数
増
長
之
本
躰
ニ

御
座
候
得
者
、
何
卒
格
別

之
以
　
御
仁
政
、
産
子
養
育
御
手
当
同
様
ニ

被
　
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。

若
又
、
右
願
難
被
　
仰
付
御
儀
ニ

候
者
、
当
暮
ゟ
十
ヶ

年
賦
御
返
納
ニ

被
　
仰

付
、
連
々
不
相
痛
様
御
上
納
致
候
様
被
成
下
置
度
、
左
候
得
者
、
無
難
ニ

御

百
姓
相
続
仕
、
難
有
奉
存
候
。
一
旦
之
御
返
納
ニ

被
仰
付
候
而
ハ

、
愚
昧
之
戸

前
必
至
与

行
逼
当
惑
仕
、
万
々
一
処
を
去
り

候
心
底
發
り

、
無
跡
等
ニ

至
り

候
様

ニ
而
ハ

、
乍
恐
折
』（
十
三
表
）
角
奉
蒙

　
御
手
当
候
御
慈
悲
、
空
敷
相
成
都
而

私

共
奉
恐
入
候
間
、
常
和
祝
金
御
手
当
与
ハ

、
格
段
御
厚
情
之
御
評
儀
被
成
下
、

往
々
夫
妻
之

縁
多
、
産
子
養
育
之
本
躰
備
り

、
人
数
増
長
仕
候
様
、
不
顧
恐
奉

願
上
候
。
左
候
者
、
　
御
仁
政
之
程
、
彼
之
地
江

自
然
与

相
響
、
引入方


専
要
之

一
助
、
猶
又
、
民
家
弥
増
無
跡
再
興
も

行
及
、
手
餘
廃
地
開
発
仕
、
御
年
貢
弁

納
相
省
テ

、
村
民
等
益
丈
夫
之
根
ニ

立
、
乍
恐
、
前
代
未
聞
之
御
仁
徳
輝
キ

、
無

此
上
御
儀
与

奉
存
候
間
、
前
文
之
願
意
、
幾
重
ニ
も

厚
ク

被
為
分
　
御
聞
召
願
之

通
、
御
救
助
被
成
下
置
候
ハ
ハ

、
幾
久
難
有
御
国
恩
ト

奉
存
候
。
以
上
。

　
卯
十
月
　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
　
　
　
渡
部
宗
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
関
本
村
名
主
引入

願
人
　
同
　
四郎右衛門




』（
十
三
裏
）

御
代
官
様

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
男
女
共
人
数
拾
人
　
中
荒
井
村
　
　
　
　
　
一
、
同
　
拾
五
人
　
川
島
村

一
、
同
　
四
人
　
　
　
　
関
本
村
　
　
　
　
　
　
一
、
同
　
六
人
　
　
藤
生
村

合
三
拾
五
人

右者

、
当
組
四
ヶ
村
之
儀
、
去
年
中
病
難
ニ

逢
、
数
拾
人
病
死
致
、
夫
を
失
ひ

妻
子
ニ

別
連
、
極
老
共
計
り

相
残
、
御
百
姓
相
続
可
仕
様
無
御
座
、
誠
以
嘆
敷

躰
ニ

相
成
候
処
、
南
山
御
蔵
入
之
義
者
、
全
躰
人
不
足
之
処
柄
ニ
而

、
右
躰
鰥
寡

ニ

相
成
候
者
共
江

相
應
之
娶
合
無
之
、
夫
而
己

打
捨
置
候
得
者
、
気
後
ニ

相
成
、

御
他
邦
江

屋
上
葺
励
ミ
ニ

罷
越
候
而
も

、
自
然
与

帰
国
を
忘
連
』
（
十
四
表
）、
有
人

迄
失
ひ
、
無
跡
弥
増
候
儀
顕
然
二

御
座
候
間
、
委
曲
当
春
願
之
上
、
越国

表
江
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

罷
越
、
引入方


取
計
候
処
、
当
年
之
義
者
、
手
始
ニ
而

見
込
通
引入

兼
、
先
達
而

祝
金
拝
借
奉
願
上
候
通
、
六
人
引入

、
縁
組
御
差
図
も

相
済
候
處
、
何
連
も

相

應
之
者
共
ニ
而

、
夫
婦
中
睦
敷
、
農
産
業
無
怠
出
精
仕
、
安
堵
難
有
仕
合
奉
存

候
。
然
処
、
此
後
明
春
迄
ニ

、
四
ヶ
村
ニ
而

書
面
人
数
男
女
三
拾
五
人
も

引入

不

申
候
得
者
、
必
至
与

御
百
姓
取
立
候
様
無
御
座
、
尤
、
彼
地
へ

世
話
人
立
置
談

事
懸
り

等
有
之
、
明
年
迄
ニ

者
、
追
々
男
女
引入

増
加
仕
候
筈
ニ

候
処
、
前
書

奉
申
上
候
通
、
病
失
之
跡
極
難
之
者
共
ニ
而

、
祝
金
才
判
之
通
絶
而

無
之
、
猶

又
、
去
不
作
以
来
、
地
元
甚
不
流
行
ニ

相
成
、
私
共
地
才
判
も
不
行
及
、
左
候

得
者
、
引入

之
男
女
参
候
而
も

、
右
金
子
差
支
空
敷
相
戻
シ

』（
十
四
裏
）
候
様

ニ
而
ハ

、
折
角
對
談
仕
候
計
、
手
切
ニ

罷
成
、
剰
禿
百
姓
弥
増
候
間
、
何
卒
厚
以
　

御
仁
愛
、
産
子
養
育
御
手
当
金
之
内
、
五
六
拾
両
も

　
御
陣
屋
ニ

御
備
被
成
下

置
、
引入

之
毎
度
、
追
々
拝
借
被
　
仰
付
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
。
乍
恐
、
先

願
ニ
も

奉
申
上
候
通
、
産
子
養
育
御
手
当
被
下
置
難
有
仕
合
奉
存
候
得
共
、
先

以
其
本
躰
不
相
備
候
而
ハ

、
人
数
増
長
可
仕
様
無
之
、
村
々
次
第
ニ

禿
家
多
出
来

候
間
、
右
等
之
段
、
一
ト

通
之
願
筋
与

　
御
聞
召
不
被
成
下
置
、
格
別
厚
　
御

評
儀
被
為
加
　
右
細
民
共
、
夫
々
夫
妻
之
縁
為
結
、
人
数
増
長
仕
候
様
、
不
顧

恐
幾
重
ニ
モ

奉
願
上
候
。
以
上
。

　
卯
十
月

　
　
　
川
島
組
触
継
名
主
願
人

　
　
渡
部
宗
兵
衛

御
代
官
様

　
　
　
　
　
同
組
引入

人
願
人

　
　
渡
部四郎右衛門





』（
十
五
表
）

　
　
　
　
　
覚

一
、
金
三
拾
両
　
　
　
但
三
月
元
　
　
　
御
手
当
金
　
但
三
拾
両
歩

　
　
　
此
利
金
弐
分
　
三
月
よ
り
四
月
迄
弐
ヶ
月
分

元
利
〆
三
拾
両
弐
分
　
内
三
拾
両
四
月
上
納
仕
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

弐
分
利
金
不
納
之
分
左
之
通
十
二
月
五
日
上
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
候
。

右
之
内
　
拾
五
両
　
五
月
元
　
　
川
島
村
五
人
之
者
共
拝
借

　
　
　
　
　
此
利
金
壱
両
　
　
　
五
月
ゟ
十
二
月
迄
八
ヶ
月
分

　
　
　
弐
両
弐
分
　
五
月
元
　
　
中
荒
井
村
五
左
衛門右


同
断

　
　
　
　
　
此
利
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
　
　
右
同
断
八
ヶ
月
分

　
　
　
　
五
両
　
　
　
　
　
　
　
七
月
元
　
　
渡
部四郎右衛門右






同
断

　
　
　
　
　
此
利
金
壱
分
　
　
七
月
ゟ
十
二
月
迄
六
ヶ
月
分
』（
十
五
裏
）

　
　
小
弐
拾
三
両
三
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文

　
　
　
　
　
　
内
　
拾
七
両
弐
分
　
　
　
川
島
、
中
荒
井
両
村
元
金
御
貸
居

　
　
　
　
　
　
　
　
六
両
壱
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
十
二
月
五
日
上
納
仕
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
五
両
　
　
　
渡
部四郎右衛門





元
金
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
両
壱
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
利
金
三
口
〆
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
外

　
弐
分

　
右
三
月
ゟ
四
月
迄
二
ヶ
月
分
利
金
納

　
　
　
　
合
六
両
三
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文

　
十
二
月
五
日
上
納
仕
候
。

一
、
金
拾
五
両

　
五
月
元

　
　
川
島
村
五
人
拝
借
弐
拾
両
歩

　
　
　
　
此
利
金
壱
両
弐
分

　
　
五
月
ゟ
十
二
月
迄
八
ヶ
月
分
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

　
　
　
元
利
〆
拾
六
両
弐
分
　

　
　
　
　
　
　
内
　
壱
両
弐
分
　
　
卯
十
二
月
五
日
上
納
仕
候
。』
（
十
六
表
）

　
　
　
　
　
残
金
拾
五
両
　
　
　
御
貸
居
来
辰
暮
納
　
　

一
、
同
弐
両
弐
分
　
五
月
元
　
中
荒
井
村
五
左
衛門右


同
断
　
　
　

　
　
　
　
此
利
金
壱
分
　
　
　
右
同
断

　
　
　
元
利
〆
弐
両
三
分

　
　
　
　
　
　
　
内
　
壱
分
　
　
　
　
卯
十
二
月
五
日
納

　
　
　
　
　
残
金
弐
両
弐
分
　
　
御
貸
居
右
同
断

一
、
同
六
両
三
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
　
右
調
金
〆
高

　
　
　
　
　
内
　
壱
両
弐
分
　
　
川
島
村
五
人
分
利
納
触
継
直
受
取
之
分

　
　
　
　
　
　
　
五
両
壱
分
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
此
分
手
元
ゟ
触
継
差
引
組
入

　
　
　
　
　
　
　
納
ニ

成
ル

。

　
　
　
　
　
　
　
内
　
壱
分
　
五
左
衛門

納

　
　
　
　
　
　
　
五
両
弐
朱
弐
百
七
拾
文
　
手
元
拝
借
元
利
皆
納
』（
十
六
裏
）

　
　
　
天
保
四
巳
年
正
月

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡
姥
嶋
村
甚
左
衛門

伜

　
　
　
甚
八

　
年

　
十
九

右者

、
私
義
、
越国者引入




取
計
方
被

　
仰
付
置
候
間
、
此
度
書
面
之
者引


入
、
分
限
ニ

書
載
申
候
ニ

付
、
此
段
御
届
申
上
候
。
尤
、
先
方
ゟ
寺
送
り

分
限
送

等
之
儀
者
、
手
元
江

取
置
申
候
。
以
上
。

　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
村
仮
名
主
中
荒
井
村
　
渡
部四郎右衛門






御
代
官
様

　
　
右
之
者
松
平
右
京
様
御
領
内
』
（
十
七
表
）

　
　
　
　
　
奉
願
引入

分
限
養
子
之
事

　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡
姥
嶋
村
甚
左
衛門

伜
　
　
甚
八
　
年
　
十
九

右者

、
私
引入

分
限
之
者
、
川
島
村
久
左
衛門

後
家
養
子
ニ

遣
申
候
筈
、
内
約

束
仕
候
。
内
証
何
成
共
故
障
之
筋
無
御
座
、
尤
、
切
支
丹
類
族
ニ
も

無
御
座
候

間
、
願
之
通
、
養
子
ニ

被
　
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

　
巳
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部四郎右衛門






御
代
官
様

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

高
九
石
壱
斗
七
升
八
合
　
　
　
　
　
　
　
　
久
左
衛門

後
家
　
と
し
　
六
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
壱
人
女
』（
十
七
裏
）

右者

、
私
養
子
ニ
、

関
本
村
名
主
中
荒
井
村
渡
部四郎右衛門引入







分
限
甚
八
与

申
者
、
貰
候
筈
内
約
束
仕
候
間
、
以
　
御
愛
隣
、
養
子
ニ

被
　
仰
付
被
下
置
度

奉
願
上
候
。
以
上
。

　
巳
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
村
願
人

　
久
左
衛門

後
家

御
代
官
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
惣
代

　
直
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代

　
　
　
平
左
衛門
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
　
　
篤
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
　
　
湯
田
廣
治

天
保
七
申
年
十
二
月

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
御
届
申
上
候

　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡
山
崎
村
元
左
衛門

伜
　
作
蔵
　
　
　
　
年
　
　
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
』
（
十
八
表
）

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
舟
渡
村
茂
左
衛門

伜
　
常
蔵
　
　
　
　
年
　
　
三
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
同
国
同
郡
牛
ヶ
首
村
　
　
　
　
　
平
左
衛門

　
　
年
　
　
四
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
　
　
と
し
　
四
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
寅
松
　
年
　
　
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
女
　
か
ん
　
と
し
　
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
彦
四郎

　
年
　
　
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
五
人
　
内
　
三
人
男
　
弐
人
女

右者

、
私
義
、
越国者引入




取
計
方
被
　
仰
付
置
候
間
、
此
度
書
面
之
者
共
引

入
分
限
ニ

書
載
申
候
ニ

付
、
此
段
御
届
奉
申
上
候
。
尤
、
先
方
ゟ
寺
送
り
并

分
限

送
等
之
義
者
、
手
元
江

取
置
申
候
。
以
上
。』
（
十
八
裏
）

　
申
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
関
本
村
仮
名
主
中
荒
井
村

　
渡
部四郎右衛門






御
代
官
様

　
　
　
　
　
奉
願
引入

分
限
縁
付
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
後
国
蒲
原
郡
山
崎
村
元
左
衛門

伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
蔵
　
　
年
　
　
三
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

此
者
中
荒
井
村
山
三
郎
後
家
娘
よ
祢
婿
養
子
ニ

遣
申
候
筈
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
同
郡
舟
渡
村
茂
左
衛門

伜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
蔵
　
　
年
　
　
三
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

此
者
同
村
甚
十
郎
聟
養
子
ニ

遣
申
候
筈
。

　
　
　
同
国
同
郡
牛
ヶ
首
村
　
　
平
左
衛門

　
年
　
　
四
十
八
』（
十
九
表
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
と
し
　
四
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
寅
松
　
　
年
　
　
十
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
か
ん
　
　
と
し
　
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
　
　
彦
四郎

　
年
　
　
七
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
五
人
　
内
　
三
人
男
　
弐
人
女

此
者
、
関
本
村
無
跡
又
右衛門


再
興
相
続
ニ

遣
申
候
筈
。

右者

、
私
引入

分
限
之
者
共
、
中
荒
井
村
山
三
郎
後
家
聟
、
同
村
甚
十
郎
聟
、

関
本
村
無
跡
又
右衛門


再
興
名
跡
ニ

遣
申
候
筈
内
約
束
仕
候
。
内
証
何
成
共
故

障
之
筋
無
御
座
、
尤
、
切
支
丹
類
族
ニ
も

無
御
座
候
間
、
願
之
通
縁
組
被

　
仰

付
被
下
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

申
十
二
月

　
　
　
関
本
村
仮
名
主
中
荒
井
村

　
渡
部四郎右衛門





』（
十
九
裏
）
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

御
代
官
様

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

高
四
石
弐
斗
弐
升
五
合
　
当
四
月
中
病
死
仕
候
　
山
三
郎
　
　
年
　
　
五
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
　
　
　
と
し
　
四
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
よ
祢
　
　
と
し
　
廿
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
　
治
郎
　
　
年
　
　
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
男
　
丈
助
　
　
年
　
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
男
　
助
太
郎
　
年
　
　
八
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
女
　
ち
う
　
　
と
し
　
五
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
当
年
病
死
仕
候
　
　
　
六
女
　
さ
く
　
　
と
し
　
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
八
人
　
内
　
四
人
男
　
三
人
女

右者

、
私
娘
聟
養
子
ニ

、
関
本
村
仮
名
主
中
荒
井
村
渡
部四郎右衛門





』

（
二
十
表
）
、
引入

分
限
作
蔵
与

申
者
、
貰
候
筈
内
約
束
仕
候
間
、
以
　
御
愛

隣
、
縁
組
被
　
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

申
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村
願
人
　
山
三
郎
後
家

御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
五
人
組
　
　
　
忠
左
衛門


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
役
連
印

　
　
　
　
　
乍
恐

高
四
石
三
斗
弐
升
三
合

　
　
　
　
甚
十
郎

　
　
　
　
年

　
　
六
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
　
　
　
　
　
と
し
　
四
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
　
し
ゅ
う
　
と
し
　
廿
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
と
め
　
　
と
し
　
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
里
く
　
　
と
し
　
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
ひ
さ
　
　
と
し
　
八
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
ち
う
　
　
と
し
　
二
つ
』（
二
十
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
七
人
　
内
壱
人
男
　
六
人
女

右者

、
私
聟
養
子
ニ

、
関
本
村
仮
名
主
中
荒
井
村
渡
部四郎右衛門引入







分
限

常
蔵
与

申
者
、
貰
候
筈
内
約
束
仕
候
間
、
以
　
御
愛
隣
、
縁
組
被
　
仰
付
被
下

置
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

申
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
荒
井
村
願
人
　
甚
十
郎

御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
五
人
組
　
　
　
勘
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
役
連
印

　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

高
六
石
八
斗
七
升
九
合
　
外
高
壱
石
七
升
　
糸
沢
出
作
　
無
跡
　
又
右衛門


高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
高
五
人
組
預
り

右者

当
村
之
儀
、
六
年
以
前
卯
年
、
村
中
残
り

少
ナ
ニ

病
難
ニ

逢
、
死
失
之
』

（
二
一
表
）者

共
多
、
難
渋
仕
候
上
、
無
間
も

違
作
打
続
立
続
兼
、
追
々
無
跡

弥
増
、
人
家
数
多
分
減
少
仕
、
一
村
保
兼
候
躰
嘆
敷
奉
存
候
処
、
此
度
当
村
仮

名
主
中
荒
井
村
渡
部四郎右衛門引入







分
限
平
左
衛門

家
内
五
人
、
私
共
五
人
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渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡
渡渡

組
内
無
跡
又
右衛門


再
興
名
跡
ニ

相
成
度
届
ニ

付
、
幸
ひ
ニ

奉
存
、
名
跡
ニ

相
居

候
筈
内
約
束
仕
候
。
当
年
柄
御
時
所
位
ニ

戻
り

奉
恐
入
候
得
共
、
前
断
之
通
、

次
第
ニ

無
跡
出
来
往
々
亡
所
之
基
ひ
ニ

至
り

候
間
、
右
之
段
ハ
御
用
捨
被
成
下
、

願
之
通
無
跡
再
興
被
　
仰
付
被
下
置
度
奉
願
上
候
。
以
上
。

　
申
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
本
村
無
跡
又
右衛門



御
代
官
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
人
組
願
人
　
　
　
重
左
衛門


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
　
　
　
　
　
彦
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
百
姓
代
　
　
　
　
長
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
組
頭
』
（
二
一
裏
） 

十
左
衛門


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
仮
名
主
　
　
渡
部四郎右衛門






右
願
書
共
、
十
二
月
三
日
相
達
申
候
。』
（
二
二
表
）


